
⑩最終報告会（1 ⽉ 22 ⽇）
   受⼊団体担当者、事業協働機関担当者、徳島⼤学学⽣及び教職員等を招き、インターンシ

ップへの取り組み内容、成果、得られた学びを報告する最終報告会を実施した。新型コロナ
ウイルス感染拡⼤防⽌のため、オンラインで開催した。

⑪修了⽣振り返り会（2 ⽉ 5 ⽇）
   修了⽣が、インターンシップを通して得られた学びや気づき、参加前後での職業観などの

変化について振り返り、これをもとに今後の学⽣⽣活の課題を展望するための振り返り会を
実施した。新型コロナウイルス感染拡⼤防⽌のため、オンラインで開催した。 

⑫受⼊団体振り返り会（個別実施）
 受⼊団体が、インターンシップの振り返りをもとに知⾒を共有し、次年度のインターンシ
ップ事業の課題について協議するための振り返りをおこなった。インターンシップ実施の効
果を共有すると共に、負担となった点・問題点の整理と対応策を協議した。 
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（参考資料）その他現地活動写真 
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4. 各プロジェクト報告（最終報告会ポスター）
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参加校共同授業「徳島の魅⼒、徳島で働く」 

１）趣旨
特別講座「徳島の魅⼒、徳島で働く」は、将来的に徳島の地域を担う⼈材育成を視野に⼊れ、

2017 年度より徳島県と徳島県下の⾼等教育機関が協働で実施してきた夏季集中講義である。 
講義では「徳島県の将来ビジョン」と「徳島県で働く・暮らす」の２つの観点を学⽣に伝える 
ことを⽬的として、様々な分野で活躍する企業や NPO 法⼈、⾏政等のリーダーを講師に迎えて 
地域社会の将来ビジョンを、また若⼿社会⼈からワークライフバランスや仕事のやりがいを語 
っていただいた。 
 2021 年度については COVID-19 の蔓延が懸念される時期の実施となったため、スタジオで 
の講義をリアルタイム配信し、グループワークは web ツールを⽤いて実施するフルオンライン 
でのプログラムで実施した。 

２）実施⽇時
2021 年 8 ⽉ 19 ⽇、20 ⽇、23 ⽇、24 ⽇

３）受講者数（内訳を⽂末資料①に掲載）
履修登録者︓ 113 名／最終レポート提出者︓60 名／⼀般聴講者︓7 名

４）授業構成（詳細を⽂末資料②に掲載）
２コマ連続のセッションを午前・午後に実施することを基本とし、各⽇の最後にオンライン

グループワークを実施した。各セッションのテーマは以下の通り。 
セッション① 特別講演「『WITH コロナ』から『アフターコロナ』へ」（徳島県提供）
セッション②「徳島県の⾥⼭地域の課題〜⿃獣被害の現状と対策〜」

（阿南⾼等専⾨学校提供） 
セッション③「県外から⾒た徳島の魅⼒、徳島で働く」（徳島⼤学提供）
セッション④「防災・減災先進地域としての徳島」（徳島⽂理⼤学提供）
セッション⑤「徳島の産業の可能性」（徳島⼯業短期⼤学提供）
セッション⑥「徳島の働き⽅の多様性」（四国⼤学・四国⼤学短期⼤学部提供）
グループワーク「若者にとって徳島が魅⼒的な地域になるために」

５）オンライングループワーク（実施内容詳細を⽂末資料③に掲載）
グループワークについては、各⽇のセッションを聴講した上で「若者にとって徳島が魅⼒的

な地域になるために必要な取り組み」をグループで考え、最終⽇に考えを取りまとめて提案す 
る内容とした。今回、全⾯的にオンラインで実施するにあたり、zoom のブレイクアウトルー 
ム機能を⽤いでグループごとのトークルームを設置し、オンラインホワイトボードツールの
miro を活⽤して話し合いの内容を視覚的に整理する⼯夫を⾏った。

 ブレイクアウトルーム︓zoom の機能の⼀つで、ミーティングの参加者を少⼈数のグループに分けて話し合

いを進めることができる。

 miro︓オンラインホワイトボードツール。参加者はオンライン上で無限に広げられるホワイトボードを活⽤
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し、議論の成果を記録していくことができる。 

６）質疑応答
質疑応答は zoom のチャット機能を活⽤した。今回は事務局で取りまとめて質問する形式、

登壇者がチャットを⾒ながら適宜応答する形式等で⾏なった。今回は現場で登壇者の意向を聞 
きつつ形式を考える形であったが、今後オンラインでの実施にあたっては事前にセッション担 
当教員と相談しつつ、質疑応答の⽅法についても事前に詰めておくことが必要である。 

７）課題と成績評価（具体的内容を巻末資料④に掲載）
評価にかかわる課題として「振り返りワーク後の課題（各セッションの内容に関する⼩レポ

ート）」と「最終ワーク後の課題（最終レポート）」の２つを実施した。それぞれの課題につい 
て評価基準を⽰したルーブリックを作成し、授業の導⼊時に受講⽣に提⽰した。提出された課 
題は、徳島⼤学担当教員が採点し、参加校の担当教員が所属学⽣の成績評価を⾏う形式とした。 
 また、活発な質疑応答を促すため、zoom のチャット機能を⽤いて積極的に質問（授業への 
貢献）を⾏なった学⽣には加点を⾏った。質問がセッションの議論を広げる・深めるものであ 
ることに対する評価（1 点〜3 点）を⾏い、最終的な評価点に加点した（上限 10 点）。 

８）準備スケジュール（具体的内容を巻末資料⑤に掲載）
◯実施⽇程の調整（4 ⽉）
◯参加校セッションの調整（5 ⽉）
◯セッション登壇者への連絡（6 ⽉〜7 ⽉）
◯広報と学⽣履修⽅法の調整（6 ⽉）
◯COVID-19 対策の検討と全⾯オンライン化に向けた調整（７⽉）
◯登壇者からの資料集約と登壇準備（８⽉）

９）レポートから⾒た学⽣の徳島の魅⼒と課題の認識（抽出内容の詳細を巻末資料⑥に掲載）
学⽣のレポートで取り上げられた「徳島の魅⼒」と、グループワーク・最終レポートで取り

上げられた「徳島の課題」を抽出し整理した。 
徳島の魅⼒ 
【セッション①】⾏政⼒→新型コロナウイルスへの対応の迅速さ、コロナ禍において密を避けられる居住環
境・労働環境がある、実は観光資源が充実している、新技術の開発・導⼊に積極的である 
【セッション②】狩猟ビジネスの可能性がある 
【セッション③】県外から⾒ると意外と魅⼒がある、⽥舎は居⼼地が良い、⼈々のつながりが魅⼒である、
県⺠性や⼈となりが魅⼒である、⼦育て環境が良い、農業・６次産業に可能性がある、地域おこし協⼒隊の
活躍の可能性 
【セッション④】防災の取り組みによる安全・安⼼、防災意識の⾼さを活⽤した PR や産業の可能性、防災
の取り組みからつながる⽂化の醸成 
【セッション⑤】課題先進地、全国区の有名企業の存在、関⻄圏に近いという地理的特性、サテライトオフ
ィスなどの地域活性化事業の先進地 
【セッション⑥】全国区の有名企業の存在、国内外に通⽤する⾼い技術を持った隠れた優良企業の存在、関
⻄圏に近いという地理的特性、サテライトオフィスなどの地域活性化事業の先進地、豊かな⾷・⾃然・歴史
的な⽂化資源、⾏政⽀援、疎であること、⼥性活躍 
徳島の課題 
【最終レポート、グループワーク】学校での学びと地域課題の接合、徳島の⼈・⾝近な⼈との魅⼒の共有、
魅⼒の発信⽅法の⼯夫、多様な⽅との意⾒交換の必要性、地域課題を体験する観光の創出 
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１０）受講者の意⾒︓（アンケート有効解答数 60名）

◯授業への満⾜度

期待していた情報は得られず、不満である。 4 
期待していた情報は得られたが、不⼗分である。 8 
期待していた情報は得られなかったが、本授業には満⾜している。 13 
期待通りの情報が得られて満⾜している。 35 

◯特に満⾜度の⾼かったセッション

セッション① 22 
セッション② 25 
セッション③ 19 
セッション④ 15 
セッション⑤ 20 
セッション⑥ 31 
グループワーク 19 

◯キャリアの選択肢としての徳島県への興味・関⼼の⾼まり

⼤いに⾼まった 23 
ある程度⾼まった 21 
少し⾼まった 9 
変わらない 7 

１１）今後の課題
◯県外進学⽣（UIJ ターン候補者）への広報の課題

+R 事業では県外進学学⽣へのアプローチも必要なことから、徳島県と就職連携協定を
結んでいる県外⼤学の就職課等に広報（学⽣に向けたチラシの掲⽰）の依頼を⾏い、５
⼤学（⿓⾕⼤学、京都橘⼤学、関⻄⼤学、同志社⼤学、⽇本⼤学）に了解をいただいた
が、実際の聴講者は 1 名（京都橘⼤学）のみであった。広報だけではなく、県外にいる
学⽣に徳島に⽬を向けてもらうプログラムや、事後に公開できるコンテンツの必要性の
指摘もあり、授業内容も含めて今後の取り組みを検討していくことが必要である。

◯オンライン環境の活⽤の課題
・ ワーキンググループにおいて、来年度以降について全⾯オンライン化を検討しても良い

のではないかという意⾒をいただいた。オンライン化することで、台⾵時の対応、県外
⼤学の参加可能性、帰省している学⽣への対応等のメリットがあるが、対⾯授業ではグ
ループワークで異なる⼤学の学⽣間で交流が⽣まれる効果もあるという指摘もある。

◯登壇者の選定の問題
・ ワーキンググループにおいて、登壇者は毎年固定でもよいのではないかという意⾒をい

ただいた。同じ登壇者に依頼する場合においても、講演内容に企業や地域の状況に応じ
たアップデートは必要と考えるため、内容についての⼗分な事前打ち合わせが担保され
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るよう準備過程で⼯夫する必要がある。 
・ 県外⼤学⽣の参加をどのように増やしていくか。

１２）プログラムの様⼦
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（資料①︓履修者、聴講者内訳） 

（参加校学⽣） 
・ 徳島⼤学︓履修登録者 26 名、うち 18 名が最終レポート提出
・ 四国⼤学・四国⼤学短期⼤学部︓履修登録者 42 名、うち 27 名が最終レポート提出
・ 徳島⽂理⼤学︓履修登録者 25 名、うち 4 名が最終レポート提出
・ 阿南⾼等専⾨学校︓履修登録者 20 名、うち 11 名が最終レポート提出
・ 徳島⼯業短期⼤学︓履修登録者 0 名、うち 0 名が最終レポート提出
（⼀般聴講者）
・ ⼤学⽣（徳島⼯業短期⼤学・2 年）︓セッション⑤
・ ⼤学⽣（徳島⼯業短期⼤学・2 年）⾃動⾞業界の未来に対する柔軟性︓セッション⑤
・ ⼤学⽣（徳島⼯業短期⼤学・2 年）徳島産業という点︓セッション⑤
・ ⼤学⽣（⼤阪経済⼤学・経営学部ビジネス法学科・2 年）将来、徳島県での就職を考えていてより徳島県について知る

ことができる機会だと考えたから。︓セッション③
・ ⼤学⽣（京都橘⼤学・2 年）⼤学に通うため地元を離れて県外に出たことから、内と外の両⽅の視点から⾒ることに興

味を持った。︓セッション③
・ 社会⼈（徳島⼤学卒業⽣）︓セッション①、③、④、⑤

（資料②︓授業構成詳細） 

⽉⽇ 時間 テーマ 講演者、登壇者 
8/19 
(⽊) 

09:30~11:
00 

授業ガイダンス〜導⼊ （進⾏）川崎修良（徳島⼤学⾮常勤講
師） 

休憩 
11:10~12:
30 

導⼊ワーク （進⾏）川崎修良（徳島⼤学⾮常勤講
師） 

休憩（13:45 には全員着席） 
14:00~15:
30 

セッション①︓特別講演「『WITH コロ
ナ』から『アフターコロナ』へ」（徳島
県）
＊講演（65 分）＋質疑応答（25 分）

（講師）飯泉嘉⾨（徳島県知事） 
（進⾏）川崎修良（徳島⼤学⾮常勤講
師） 
＊質疑応答については、zoom のチャッ
ト機能で受け付けた内容を、進⾏担当教
員が整理して質疑し、講師に応答いただ
く形で実施した。

休憩 
15:40~16:
30 

振り返りワーク （進⾏）川崎修良（徳島⼤学⾮常勤講
師） 

8/20 
(⾦) 

09:30~12:
30 

セッション②「徳島県の⾥⼭地域の課題
〜⿃獣被害の現状と対策〜」（阿南⾼等専
⾨学校）
9:30-11:00 講演（90 分）
11:10-12:30 トークセッション

（講師）⼟井伸⼀郎（徳島県農林⽔産部
⿃獣対策・ふるさと創造課） 
（パネリスト）家形智史（徳島県猟友会
⻘年部理事・牟岐地区猟友会所属）、森
千種（徳島県猟友会⻘年部事務局・神⼭
地区猟友会所属）、北野真帆（徳島⼤学
学⽣・狩猟サークルレビアヤークト部
⻑） 
（進⾏）川上（阿南⾼等専⾨学校准教
授） 

休憩 
13:30~15:
30 

セッション③「県外から⾒た徳島の魅⼒、
徳島で働く」（徳島⼤学）
13:30-14:50 「地域おこし協⼒隊の視
点から⾒た徳島の魅⼒、徳島で働く（仮）」 
15:00-15:30 トークセッション「県外
に進学した⼤学⽣から⾒た徳島の魅⼒、
徳島で働く」

（講師）重陵加（那珂町地域おこし協⼒
隊） 
（進⾏）川崎修良（徳島⼤学⾮常勤講
師） 
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15:40~16:
30 

振り返りワーク （進⾏）川崎修良（徳島⼤学⾮常勤講
師） 

8/23 
(⽉) 

9:30〜
12:30 

セッション④「防災・減災先進地域とし
ての徳島」（徳島⽂理⼤学）
9:30-10:50 講演「南海地震に備える
企業・NPO・⾃治体の取り組み」
11:00-12:30 トークセッション「発災
時の知恵を学ぶ」 」

（講師）浜⼤吾郎（地域づくり団体「美
波のＳＯＲＡ」会⻑） 
（パネリスト）板東⽂雄（⽇本防災⼠会
徳島県⽀部）、三橋𠮷𠮷𠮷（⽇本防災⼠会
徳島県⽀部）、浜⼤吾郎 
（進⾏）⻘野透（徳島⽂理⼤学教授） 

休憩 
13:30~15:
50 

セッション⑤「徳島の産業の可能性」
13:30-14:50 「⾃動⾞業界の変⾰と徳
島の地域社会」（徳島⼯業短期⼤学）
15:00-15:50「徳島の産業の可能性」（徳
島⼤学）

（講師）多⽥𠮷夫（徳島⼯業短期⼤学学
⻑）、⽥村耕⼀（徳島⼤学理事） 
（進⾏）川崎修良（徳島⼤学⾮常勤講
師） 

16:00~16:
30 

振り返りワーク （進⾏）川崎修良（徳島⼤学⾮常勤講
師） 

8/24 
(⽕) 

09:30~12:
30 

セッション⑥「徳島の働き⽅の多様性」
（四国⼤学・四国⼤学短期⼤学部）
9:30-10:50  講演
11:00-12:30  トークセッション

（講師）⽵内 祐介（株式会社ダンクソ
フト）
（パネリスト）佐藤 春仁（徳島県庁⻄部
総合県⺠局）、中⼭ 晟（個⼈事業主/ 四国
⼤学 3 年⽣）、⻑⾕川 加奈（株式会社ケ
ーブルテレビあなん）
（進⾏）近藤明⼦（四国⼤学准教授）

休憩 
13:30~15:
30 

振り返りワーク（30 分） 
最終ワーク「若者にとって徳島が魅⼒的
な地域になるために」（80 分） 
授業総括（10 分） 

（進⾏）川崎修良（徳島⼤学⾮常勤講
師） 

（資料③︓グループワークの実施内容） 

① Zoom でのグループ分け
・ 事前に事務局によってグループ分けを実施、７名〜８名を１組とし、全部で１５組とした。
・ 2 ⽇⽬、3 ⽇⽬の振り返りワークについては、メンバーをシャッフルし、他のグループの意⾒やディ

スカッションの様⼦を⾃分のグループに持ち帰るワールドカフェ形式で実施する予定であったが、
実際のディスカッションの状況を⾒て、グループ間の移動は⾏わない形とした。

② 導⼊ワーク「徳島の魅⼒とは︖」（8/19、11:10〜12:30、80 分）
・ グループワーク全体の流れと導⼊ワークの趣旨を説明（10 分）した後、⾃⼰紹介のためのシートを

ダウンロードし、記⼊する時間を設ける（10 分）。その後、⾃⼰紹介シートを活⽤してグループ内
で⾃⼰紹介（20 分）を⾏う。

・ 現時点で考える徳島の「魅⼒」と「課題」についてディスカッションを⾏い、miro を活⽤して共有
する練習を⾏う（40 分）。当初の 40 分の予定では⼗分な議論ができず、次回のグループワークの
時間にも延⻑して実施する形となった。

③ 振り返りワーク「若者にとって徳島が魅⼒的な地域になるために」（各⽇、30 分〜50 分）
その⽇のセッション内容についてメンバー間で振り返りと共有を⾏い、若者にとって徳島が魅⼒的な地域
になるために必要な取り組みについてディスカッションし、出てきた意⾒（徳島の「魅⼒」と「課題」）
を miro に追加で記録した。

④ 最終ワーク「若者にとって徳島が魅⼒的な地域になるために」（8/24、80 分）
これまでのセッションとグループワークの内容を基に、miro の整理しプレゼンテーションを作成した（30
分）。その際に、具体的な取り組みと合わせてその取り組みを⾏う主体を考えるよう留意する。最後に各
グループが作成した内容について発表を⾏った（3 分×15 組＝45 分）。発表については、教員が zoom の
チャット機能を⽤いてフィードバックを⾏った。
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（資料④︓課題と成績評価の基準（ルーブリック）） 

（各セッションについての⼩レポート）10 点×6 回 
• 徳島のどのような⽂化や特徴が地域の強みと考えられるか。セッション内容を参考に、あなたの考えを述

べよ。（400 字・提出は google フォーム）

（最終レポート）40 点 
• 徳島の⽂化や特徴を強みに変えていくために、それぞれの主体（⼤学⽣全般、企業、⾃治体、NPO 等、地

域住⺠、そしてあなた）はどのような学びや取り組みを⾏なっていけば良いか。セッションおよび、グル
ープワークを通して議論した内容や、他のグループの発表も参考として、⼩レポートで取り上げた徳島の
⽂化や特徴も紹介しつつあなたの考えを述べよ。（1000 字・提出は google フォーム）

（ルーブリック（評価基準））
５ ４ ３ ２ １

セッション 記述内容に授業で取り
上げられた話題やグル
ープワークでの議論が
的確かつ⼗分に紹介さ
れており、質問の内容
が⼗分な説得⼒を持っ
て説明されている。 

記述内容に授業で
取り上げられた話
題やグループワー
クでの議論が⼗分
に紹介されており、
質問の内容が明確
に説明されている。 

授業内容につ
いての整理が
できており、こ
れを踏まえた
⾃⾝の考えが
記述されてい
る。 

⾃分の考え
が述べられ
ているが、
授業内容と
の関連が明
確でない。 

⼀部の授業
内容に触れ
ているが、
質問に回答
するに⾄っ
ていない。 

最終 ⼩レポートの記述内容
と の 関 連 が明 確 で あ
り、多⾯的な視点から
未来の徳島に向けて必
要な取り組みが⾃⾝の
考えを交えて⼗分な説
得⼒を持って説明され
ている。 

未来の徳島に向け
て必要な取り組み
が、⼩レポートの記
述内容と関連づけ
て、⾃⾝の考えを交
えて説明されてい
る。 

徳島の強みと
未来の徳島に
向けて必要な
取り組みが、⾃
⾝の考えを交
えて記述され
ている。 

⾃分の考え
が述べられ
ているが、
徳島の特徴
や強みとの
関連が明確
でない。 

⼀部の授業
内容に触れ
ているが、
質問に回答
するに⾄っ
ていない。 

（その他・加点要素）10 点以内 
・ 今回、オンラインセッションになったことに伴い、zoom のチャット機能を⽤いて積極的に質問（授業へ

の貢献）を⾏なった学⽣に対する加点措置を⾏うこととした。質問がセッションの議論を広げる・深める
ものであることに対する評価（1 点〜3 点）を⾏い、最終的な評価点に加点した（上限 10 点）。

レポート及びディスカッションから⾒た学⽣の徳島の魅⼒の認識

① セッション後の⼩レポートから⾒る徳島の魅⼒
【セッション①】 
（⾏政⼒→新型コロナウイルスへの対応の迅速さ） 
・ ワクチンの早期供給されたことなど、新型コロナウイルス終息後の取り組みに対する県の対応も他県と⽐

べてより緻密に練られていると感じた。
・ 医療従事者に対しては全国で２番⽬に早く接種、⼦どもとの関わりが多い職種に対しての接種、⼤規模集

団接種の実現など、早め早めの対策を仕掛けて⾏くことの重要さを⼼掛けており、徳島での感染爆発を防
ぐ役割を果たしたと思われる。コロナウイルスの影響によりＵターン就職を希望する⼈の増加につながる
のではないか。

・ コロナ対策の⾯では、フリーコールを使ったコロナに関する情報を聞ける場の提供など県が中⼼となりコ
ロナウイルスに打ち勝とうという強い志を⾒ることが出来た。

（コロナ禍において密を避けられる居住環境・労働環境がある）
・ ネット環境の充実は⼈とのかなりの密が少なくて済むことにつながり、コロナの爆発的な感染の抑⽌に効

果があるのではないか。
・ 満員電⾞では感染のリスクが上がるはずだと思うが、移動中に可能性リスクが少ない⾞社会ではその⼼配

は少ない。ソーシャルディスタンスを⽇常の中で保てているのではないか。
・ サテライトオフィスの充実や、コロナ禍においても⼈々が楽しめるようにドライブシアターの開催など、

ネット社会・⾞社会でソーシャルディスタンスの中での⽣活の充実を図ることが徳島の魅⼒の向上につな
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がるのでは。 
（実は観光資源が充実している） 
・ 阿波の⼟柱や鳴⾨の渦潮、祖⾕のかずら橋など観光名所と呼べる場所も多数存在している。これら⾃然と

のふれあいは運動の促進と合わせて、⼼⾝の健康に良い影響をもたらすことが明らかになっている。
・ 阿波おどりがあることが最⼤の強みだと思います。ぞめきの⾳が聞こえてくると夏が来たと実感し⼼おど

ります。阿波おどりによって県外からたくさんの⼈を呼び込むことができ、そこから徳島の⾷のおいしさ
や観光名所などを知るきっかけになります。

・ 関⻄圏へのアクセスが良く、数⽇間徳島に滞在できるだけの観光資源がある。スダチやハモ、⼤野のりや
徳島ラーメンといったおいしい⾷べ物があり、祖⾕のかずら橋や百間滝、鳴⾨の渦潮、⼤塚国際美術館・
お遍路などといった観光名所もある。ただし、これらをつなげて徳島を旅するツアーや情報に乏しい。⾃
動運転や⺠泊などのシェアリングコミュニティが発展すれば可能性が⾒えてくるのではないか。

・ 阿波藍、なると⾦時、和三盆などのブランド農産物があるが、魅⼒的な商品が⽣まれるまでは⾄っていな
い。

・ 徳島県の良さを⽣かすには娯楽施設に頼らなくてよいのではないか。阿波踊りやマチ☆アソビのような街
中を活⽤したイベントや、祖⾕のかずら橋等を細かく⾒ていけば他の都会にも負けないような魅⼒があ
る。都会と同じように⼤型テーマパークを建設するのではなく、オリジナルの魅⼒を作っていけばよい。 

（新技術の開発・導⼊に積極的である） 
・ 徳島の強みは、他県より早くに進めてきたデジタル社会の実装であり、5G 通信で病院同⼠をつなぎ、4K

カメラを使⽤して遠隔で⼿術の実施や指⽰を⾏っているなど、これを⽣かしたにスマート医療には可能性
があると思う。

・ ネット環境の充実は IT 企業の誘致にもつながる。実際、サテライトオフィスの進出は盛んで他県に勝る
成果を出している。

・ ⾃動⾞産業が多いことから、⽔素エネルギーや MAAS の地域社会への実装など、全国に先駆けて地⽅創
⽣への技術が展開される可能性があるのではないか。

【セッション②】 
（狩猟ビジネスの可能性がある） 
・ 狩猟がビジネスになれば、過疎化と⿃獣被害の両⽅を解決するのではないか。狩猟免許を持っているだけ

ペーパーハンターの活躍の場を作っていて、商品化の可能性を探ることが徳島の未来に繋がるマネジメン
トになるかもしれない。徳島県だけで考えるのではなく、消費地である都市部とつながりジビエ活⽤のマ
ーケティングを⾏うことはできないか。

・ ⿃獣被害が⼤きいということは、反対に⾔えば⿃獣の個体数が多いため様々に活⽤できる可能性があると
いう強みを持っているということであろう。グループワークではこれを⽣かすアイデアとしてブレインス
トーミングを⾏い、⼦供や県外の⽅に向けたジビエ加⼯体験ツアー、⾼校⽣に対するハンター養成講座、
ジビエの認知度を⾼めるためアイデアの募集などの意⾒が出てきた。これらの意⾒の中にはすでに実施さ
れているものもあるということだが、単に実施するだけはなく持続性のある地域ビジネスの形で考えるこ
とが必要だろう。

・ ジビエ（⿅⾁）といえば徳島と認知されるレベルまでもっていかないと⼀時のブームで終わってしまう。 
・ 現在⿃獣被害に悩んでいる徳島県だが、徳島県に元々ある⽂化や特産品とシカやイノシシの⾁や⽪を掛け

合わせた新たな特産品を⽣み出すことができれば徳島の魅⼒アップと⿃獣被害の減少の⼀⽯⼆⿃となる
と思う。

【セッション③】 
（県外から⾒ると意外と魅⼒があるのではないか） 
・ 徳島県⺠にとっては当然のことが、県外の⼈にとってはあたりまえでは無いことが多々ある。グループワ

ークの中で出た意⾒には「駅では切符を⼿渡し」「緑がとても多い」これらは徳島県⺠にとって普通のこ
とであり、むしろデメリットにすら感じている。しかし、県外出⾝のメンバーに話を聞いてみると、「切
符の⼿渡し」は鉄道マニアにとっては珍しいため需要があり、「緑が多い」ことは⼼の安定にとても良い
と感じている。「アピールが下⼿だ」とよく⾔われる徳島だが、「県外の⼈の協⼒」を得るのもありかも
しれない。

・ 県外の⼤学の学⽣の意⾒を聞いて、魅⼒だと思っていたことが実は課題であったり、課題だと思っていた
ことが実は魅⼒であったりするのだなと思った。例えば、交通⾯に関して、県⺠からすると汽⾞の本数が
少ないなど不便に思うことが多いが、逆に⾞での移動が当たり前なので駐⾞場は無料であったり、広かっ
たりと都会に⽐べて便利なところもあるのだと考えさせられた。逆に、コミュニティのつながりが強いと
いうのは魅⼒の⼀つであり、プライバシーがないという点では課題にもなりうるのだとわかった。県外か
ら徳島の魅⼒や課題を⾒つめることで、より⼀層視野が広がったように感じた。

・ 普段徳島で⽣活している私たちにとってはマイナスに⾒えることでも、徳島以外の県から来た⽅や⼀度徳
島を出た⼈から⾒ると住みやすさや価値観などプラスに⾒てもらえていたことに気がつくことができた。 

・ グループワークにおいても徳島に来た県外の⽅は、意外と私たちが普段魅⼒だと感じていない部分を魅⼒
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に感じている。徳島県⺠の私たちは「徳島県ってあまり魅⼒がないよね」と⾔っているが、県外から⾒る
と意外にも魅⼒は多く存在するのだと思う。 

（⽥舎は居⼼地が良い） 
・ 地域おこし協⼒隊の⽅が考える徳島の魅⼒の中に、がつがつしていないというものがあったが、私⾃⾝も

確かにそうだなと共感できた。地元である美波町に帰ると、どこか時間がゆっくり流れているような、不
思議な感覚を味わうことがある。それはきっと、住⺠が、何かに急かされていることなく、⾃由気ままに
穏やかな時間を過ごせているからだと思う。⽥舎だからこそ味わえる居⼼地の良さではないだろうか。

・ 柚⼦だけに限らず、畑、⺠家などの放任は、街の荒廃のイメージを助⻑し、住みにくさへとつながってい
くため、⼈⼝減少をさらに進めてしまうことになる。ただ、柚⼦のような特産物のある村などでは、放置
された⺠家などをリノベーションし、グランピング施設や、古⺠家への⺠泊体験ができるような施設を作
り、グリーンツーリズムの⼀環として、県外などから観光客を呼び込めるチャンスにもなりうるのではな
いか。

（⼈々のつながりが魅⼒である） 
・ ⾼齢の⽅々の⽂化や知恵は沢⼭あるだろうが、徳島の⽥舎の地域、及び⾼齢者の⽅々が住んでいらっしゃ

る地域には徳島県⺠の私でも⾏くことはあまりなく、⾼齢者とふれる機会もない。そのような場所に住む
⼈達の⽣き⽅が県外の⽅々にとって魅⼒であるということを今回知ることが出来た。

・ 徳島のコミュニティの繋がりや⼈の魅⼒を⽣かしていくためには、都⼼部の⼈たちが移住することを念頭
に置いた街づくりが必要だと考えている。

・ 私⾃⾝、県外から徳島県に移住した際に、海産物が新鮮でおいしく感じたことや、⾞での移動時に渋滞に
巻き込まれることが少なく、快適に運転できていることなどを忘れて過ごしていた。特に、徳島県に住ん
でから感じたことは、地⽅ならではのコミュニティが古くから存在していて、⼈と⼈とがつながり易い、
いわゆる「顔なじみ」の関係性が存在していることで安⼼感を覚えた。もともとある物だが気が付いてい
ない、新たな魅⼒を発⾒していく作業が必要である

・ 地域おこし協⼒隊がその⼟地に根付いた特産物の後継者として⼀役買うような移住者となることで、無理
に地元の⼈が⽣業を継ぐよりは好きな⼈が継いだ⽅がいいと思うしその⽅が活性化されると思った。た
だ、⽥舎の⽅では県外からの移住者をよそ者と⾒下す⾵習があるのでそこは解決していかなければならな
い問題と感じる。

・ 都会よりも利便性は弱いかもしれないが、地域の⼈と交流し穏やかに暮らす環境には⼀定の需要があるの
ではないか。

（県⺠性や⼈となりが魅⼒である） 
・ 徳島県外から⾒た徳島の魅⼒について⾃然や特産品、伝統産業に加え、県⺠の性格の良さなどということ

をよく挙げられていましたが、私がいざ県外に⾏った時、それはよく感じました。しかしそういう魅⼒は
県内から出ていってしまう若者の⼀部にはあまり認知されておらず、県外からは実際に来てみないとわか
りません。若者に対しては県内遠⾜などを⾏う体験型学習、県外に向けてはこのコロナ禍だからこそ
YouTube などを⽣かしたフランクな広報など、⼈々の記憶に残りやすい企画を⾏うべきだ。

・ 地域おこし協⼒隊の⽅と県外に⾏った⼤学⽣の⽅の話を聞きましたが、その２つともに共通していた徳島
県の魅⼒とは徳島県⺠の⼈柄のことについてでした。徳島県では、コミュニティが⾃然と成⽴しており、
周りの⼈々と様々なことを⽇常的に会話しており、家族でなくとも周りの⼈と繋がりが深いことが特徴で
す。実際、私も近所に住んでいる⼈やあまり知らない⼈でも⾃然と会話をすることも多く、グループワー
クのメンバーの⽅々もみんな実際にそう感じており、徳島県⺠の⼈柄が⼀番の魅⼒であるという結論にな
った。

・ グループワークの中では、ガツガツした⼈が少ないなどの意⾒が⾒られたが、僕⾃⾝、県外から徳島⼤学
にきてそう感じていたのでとても納得できた。

・ 淡路島出⾝で県外出⾝なのだが、このセクションを受けるまで、徳島に来てから⼀年と少しで基本徳島市
内にしかいない私にとっては、徳島の⽥舎のところが良いと⾔われても地元の⽅が⽥舎だったし、市内は
都会と⾔われても神⼾によく遊びにいっていた⾃分にとっては正直どちらの⾯もそんなに魅⼒に感じな
かった。しかしこのセクションの講義とグループワークを通して、徳島の魅⼒は⼟地や⾃然環境だけでな
く徳島の⼈柄も魅⼒の⼀つであるという新しい視点を知った。

（⼦育て環境が良い） 
・ いまは通販がすぐに届く時代なので⽥舎でも不⾃由なく過ごせるということで、しかも⼦育て世代には⾃

然豊かなところでのびのびと暮らせるのも都会にはない魅⼒である。このようにと考えると移住政策等の
アプローチの対象としてシングルマザーなども候補になるのではないか。

・ 私が住んでいる徳島市でも、近所の⼈から野菜をいただいたり、⼀緒に住んでいる祖⽗⺟の友⼈からお寿
司をいただいたりする。⼦育てで頼る⼈がおらず疲弊してしまう⼈がいる今⽇において、近所の⼈が⾒守
ってくれている環境は⼦育てに良い。

（農業・６次産業に可能性がある） 
・ 柚⼦といえば⽊頭というイメージはまだついていない。柚⼦は⾷べるだけでは無く⼊浴剤やフレグランス
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などでも⼈気であるためそういった⾯も活⽤していくべきである。柚⼦農家の⾼齢化や過疎化によって発
⽣した放任柚⼦を⼊浴剤やフレグランスに活⽤する流通ルートを整えるなど今の問題をうまく利⽤しニ
ーズを満たせるような事業を考えたい。 

・ 耕作放棄地はそば栽培やサトウキビ栽培に利⽤し、その作物をガレットやパンに使⽤したり商品開発につ
なげることが出来るという点で徳島の⾃然豊かな⼟地は強みになる。

・ 今回例に出た⽊頭市では、放任柚⼦を⽤いて、⽴て直しを図った。⾼齢化・過疎化、害獣被害、住みにく
さを助⻑させるからどうにかしようではなく、地域住⺠共通の財産を守ろうとしたということが印象に残
った。現実的な話となると難しいところもあるだろうが、理想と現実には何処かで折り合いをつけ、地域
と働く⼈双⽅が良い暮らしを送れるような環境作りが必要だと思った。

（地域おこし協⼒隊の活躍の可能性） 
・ 給与や家賃といった⽣活の実態や地域おこしの活動内容を詳しく聞くことができた。また、県外から⾒た

徳島の魅⼒に、経済的価値観が違うことや予測不能な未来への可能性を感じることなど、これまでの⾃分
の班のグループワークで出てこなかったような魅⼒が出た。

・ 講演を聞き、地域おこし協⼒隊の存在を初めて知った。また、ボランティア活動などではなく、社会保険
や給与も⽀払われると聞き、興味関⼼を引かれた。給与は⽐較的⾼額ではないが、お⾦を多く必要とする
⽣活をしない⼈には問題のない⾦額であり、私⾃⾝、働いてみたいと思った。１・２回⽣が集う場所で、
このような紹介をすることは、⼈員不⾜解消に効果的だと思った。

【セッション④】 
（防災の取り組みによる安全・安⼼） 
・ 災害ボランティアのイメージは⼒仕事であったが、⼈と寄り添うこともボランティアであるならば、お遍

路さんに対するお接待の気持ちともつながる徳島の強みと⾔えるのではないか。
・ 若い世代は⼈⽣で１度も⼤きな災害を経験したことがないが、防災に関する知識がある⽅たちが率先して

災害対策を⾏っていることが徳島県⺠として⼼強い。
・ 今徳島に住んでいる⼈が満⾜できる環境があってこそ他県の⼈が徳島に「住みやすさ」を感じることがで

きる。
・ 防災⼠の養成は、防災・減災になるだけではなく、地域全体の安全意識を向上させ徳島の魅⼒につながる

取り組みである
・ 地⽅において命を守った後の⽣活の場所の計画が作られていることはとても重要だ。「震災前に安全な暮

らしを準備する」「震災前にコミュニティーを強化する」といった取り組みを準備していることは、その
地域に留まることを検討してもらう強みになるだろう。ただ、⽣活基盤が安定していないとボランティア
活動に参加することは難しい。地域の安全を確保するには無償ボランティアとしての参加だけではなく、
企業活動の⼀環として「ボランティア活動」を義務付けるなどの⼯夫を考える必要があるだろう。

（防災意識の⾼さを活⽤した PR や産業の可能性） 
・ 徳島は南海トラフ巨⼤地震が直撃する地域と⻑年⾔われ続けており、津波に対しての警戒は他県に⽐べて

も⾼いが、対策はまだ不⼗分なところが多いのではないか。防災意識の⾼さを強みとしていかなくてはな
らない。徳島を防災先進都市としていくことで、防災といえば徳島のイメージが整うと様々な⾯で徳島の
強みとなり得るはずだ。

・ インフラの整備や防災グッズ・設備の開発に向けた⺠間企業の誘致など防災先進都市として新たな産業を
⽣み出す可能性を検討できないか。

・ 可能な限りの防災を整えつつその取り組みを紹介し、観光要素として取り組むことはできないだろうか。
⾃治体だけではなく住⺠が正しい対応をしなければ被害は抑えられない。徳島は災害が起こったときの対
応が他県に⽐べて優れているという実態ができあがると、県内に住む⼈にとってはより安⼼して暮らせる
し、対外的にも PR できる徳島の魅⼒となるだろう。

（防災の取り組みからつながる⽂化の醸成） 
・ 防災・減災を通じて近隣住⺠との関わりが形成され、共助の感覚が定着している状況は⼦育てにも求めら

れる優れた環境ではないか。
・ 台⾵による暴⾵や⼤⾬への対策でできた⽂化として、⼟地を強くする⽬的で植樹された川沿いの桜などは

景観的にも美しい。災害が多い⽇本だからこそ形成された⾵情のある街並みがあるはずで、徳島も防災だ
けではなく防災によって⽣まれる⽂化や景観を考えていければ魅⼒になる。

【セッション⑤】 
（課題先進地） 
・ 公共交通機関が発達しておらず過疎化の進んでいる徳島は「⾃動運転⾞」の必要度が都会と⽐べて⾼く、

また⾃動⾞関連産業が集積している強みもある。「⾃動運転⾞」の先駆モデル地区にチャレンジする価値
のある地域である。

・ 課題である⾞社会が CASE や MaaS によって逆に徳島の強みに変化していくのではないか。課題の多い
徳島だからこそ気付ける視点があり、そこにフォーカスすることでより消費者のニーズに応えたものづく
りができる。
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・ ⾞社会である徳島で早めに電気⾃動⾞の産業が定着し、バッテリーや化学産業などの徳島県が強みを持っ
ている分野の産業の発展も図れるのではないか。

（全国区の有名企業の存在） 
・ 独⾃の技術を活かした会社と産業が強みで、⼤塚や⽇亜化学などの⼤⼿企業、その他、独⾃の技術⼒を持

つ製造業など優秀な企業が多く存在する。
・ ⾼いシェアを誇る製造業が多く意外であったが、知らない企業がほとんどであるため、若者の参⼊を促す

には認知度を上げるための情報の発信が重要だろう。
（関⻄圏に近いという地理的特性） 
・ 温暖な気候で関⻄圏にも近い⽴地から農業に関して強みがあることを学びました。
・ 徳島はバラエティ豊かな⾷材があるのも強みと考える。春夏にんじんや⽣しいたけ、すだち、なると⾦時、

阿波尾鶏、ハモ、れんこん、洋ランなどがある。
（サテライトオフィスなどの地域活性化事業の先進地）
・ サテライトオフィスも過疎地などに 72 社、全国２位の数の企業が全国から集まっており、徳島で⾃然の

中で⾃分の時間を⼤切にしながら仕事ができるという都会にはない特徴がある。
・ 徳島県ならの特徴として、上勝での葉っぱビジネスや先進 IT 企業・クリエーターが集まり、様々な会社

や県外移住者によるレストランなどがある神⼭が注⽬されている。
【セッション⑥】 
（全国区の有名企業の存在） 
・ 徳島県は『産業分野』が、世界的・全国的にも有名な企業がある。
・ ⼤塚や⽇亜化学などの⼤⼿企業、その他、独⾃の技術⼒を持つ製造業など優秀な企業が多く存在する。
・ また次の話で徳島は光産業に強いと仰っていたので⾃動⾞のライトなどで新しい発想で突拍⼦もない商

品を作ってほしいとおもいました。
・ 徳島にとって⻑い歴史をもつ⽂化であり誰もが知っていることで、知名度があがるため地域の強みと私は

考える。
・ 徳島県では独⾃の技術を活かした会社と産業が強みである。全国に展開しており、⼤きな活躍をしている

会社では⼤塚グループや、⽇亜化学⼯業株式会社がある。
・ 徳島には独⾃の技術を使って、国内でもトップシェアを誇る企業が多いのも徳島においては強みではない

のかと思います。
・ ⼤塚グループや⽇亜化学⼯業などの徳島を代表する企業が多いことに徳島の地域としての魅⼒があると

考える。
（国内外に通⽤する⾼い技術を持った隠れた優良企業の存在） 
・ 第⼆次産業(⼯業系)にウェイトを置いているということは、徳島県の強みであると考えられる。
・ ⾞関連では、バッテリーがこれから伸びていくと⾔っている⽅がいたので、伸びていくことで有名になる

と思うので、もっと徳島が有名になるように伸びていく産業を中⼼に広めていけばよいと思います。
・ ⾞社会である徳島で早めに電気⾃動⾞の産業が定着し、バッテリーや化学産業などの徳島県が強みを持っ

ている分野の産業の発展も図れるはずだと思う。
・ 部品の製造など地域へのビジネスチャンスがあると学びました。
・ 徳島県の産業の強みは第 2 次産業が発達しており、独⾃の発想・技術があるということである。
・ ⽇亜化学企業が世界トップレベルの技術を持っていたり新しい商品開発に⼒を⼊れていたりと知らず聞

いたこともないようなものもたくさんあり驚いた。
・ 徳島には、企業が無いから県外で就職を考えている⼈も多いと思いますが、「徳島の産業の可能性」の話

から、多種多様な企業があることを知りました。
・ 徳島の企業については、⾼いシェアを誇る製造業が多く、驚いた。しかし、知らない企業がほとんどだっ

たので、若者の参⼊を促すにはやはり、認知度を上げるための情報の発信がカギになってくると思う。
・ 独⾃の技術⼒で⾼いシェアを持つ製造業もあるなど優れた会社が多いという点も強みの⼀つだと考えた。 
・ 徳島県には、独⾃の技術⼒で⾼いシェアをもつ製造業がたくさん存在している点が、徳島県の強みだと考

えている。
・ 徳島県では、⼤塚グループや⽇亜化学⼯業といった世界を代表する⼤企業のほかに⾃動⾞⽤窓ガラスの加

⼯装置を世界的にシェアしている坂東機⼯やエンジン⽤フィルター国内トップシェア、また⽔処理に⽤い
られる分離膜⽀持体世界トップシェアを誇る阿波製紙など全国的、また世界的に活躍している企業が多く
あります。

・ 今回のお話で、徳島にもシェア率が⾼かったり、独⾃の技術を持っていたりする企業が数多くあることに
驚いた。

・ 徳島には独⾃の技術を持つ企業が多くあるので、地⽅移転が加速している⾃動⾞部品産業に参⼊できる⼒
がある、すなわちビジネスチャンスがあるのが徳島の魅⼒であると考える。

（関⻄圏に近いという地理的特性） 
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・ 農業に関しても温暖な気候を利⽤し関⻄圏にも近い⽴地からメリットが多いことを学びました。
・ 徳島は気候が温暖で関⻄のマーケットが近い有利な県だと知った。
（サテライトオフィスなどの地域活性化事業の先進地）
・ サテライトオフィスも過疎地などに 72 社もあるので、徳島で⾃然の中で⾃分の時間を⼤切にしながら仕

事ができるという都会にはない特徴がある。
・ 徳島県ならではの仕事として、上勝での葉っぱビジネスや先進 IT 企業・クリエーターが集まり、様々な

会社や県外移住者によるレストランなどがある神⼭があります。
・ 県内にはサテライトオフィスが広がっていて、これは全国２位の数の企業が全国から集まっており、ここ

から全国から徳島県への注⽬度がわかります。
・ サテライトオフィスが進展し、徳島で働くことも視野に⼊ってくると、慣れた⼟地で働けるというのは強

みになるのではないでしょうか。
（豊かな⾷・⾃然・歴史的な⽂化資源） 
・ 地域の⽂化や⾷の魅⼒を楽しめるのも、強みとなると考えられる。
・ 外国⼈観光客は⽇本の原⾵景につながる根源的な体験を求めており，祖⾕のかずら橋やうだつの町並みな

どの観光地のある徳島
・ 豊富な⾷材、有名な企業、豊かな⾃然など、良いところがたくさんある。
・ 徳島はバラエティ豊かな⾷材があるのも強みと考える。春夏にんじんや⽣しいたけ、すだち、なると⾦時、

阿波尾鶏、ハモ、れんこん、洋ランなどがある。
・ バラエティー豊かな⾷材の宝庫といえる
・ 徳島の⾃然を⽣かした⼀次産業が⼀番の強みではないでしょうか。
（⾏政⽀援）
・ 私は徳島県の強みは DMV のように地域の問題を考慮したある問題に対する解決策を適切に導いて公的に

利⽤できるように県が補助や援助をしっかり⾏ってくれることだと考えます。
（疎であること） 
・ 都会と違ってまだまだ場所が余っていることだと思う。元々かなり⽥舎であり⼈⼝も少ないので、⼟地な

ど⼈が移住できる空間はまだあると思う
（⼥性活躍） 
・ 徳島は⼥性社⻑⽐率がこれも全国トップクラスという⼥性で活躍しているという⽅が多くなってきてい

ることにも驚きました。

② 最終レポート・プレゼンテーションにおける提案『徳島が若者にとって魅⼒的になるために』
（学校での学びと地域課題の接合） 
・ ⼤学⽣や⾼専⽣のように専⾨技術や知識を学ぶ学⽣に向けて、⾃分たちが学んでいることが徳島の魅⼒向

上にどのように活⽤されるのか知れる機会を増やすことが必要ではないか。
（徳島の⼈・⾝近な⼈との魅⼒の共有） 
・ その地域にしかない⽂化は、私が知らないだけでたくさんあり、徳島の⼤きな財産である。徳島を活気の

ある県にするためにこれらを守り、伝えていくことには⼤きな価値がある。まず今回学んだことをまず家
族に伝えて共有し徳島の魅⼒を⼀緒に考えてみることからはじめたい。

・ 授業の中で、個⼈個⼈が徳島県の魅⼒を知り、それを他に伝えないと⾏政や当事者達が活動を⾏っても他
に伝わらないという⾔葉があった。地元では当たり前でも、外から⾒るとキラリと光るものを発掘し「気
付き→知らせる→⼈を巻き込む」の流れでその発展を促すような動きを作ることが重要になるだろう。

（魅⼒の発信⽅法の⼯夫） 
・ インパクトのある取り組みを⾏えていることが徳島の強みであり、また必要な取り組みである。⼤規模で

華やかな阿波踊り、サテライトオフィス、⽊頭柚⼦を使ったスイーツも可能性はあると思う。⼈が周りに
そのインパクトを共有したくなるような取り組みを増やすことで⾃然と魅⼒が伝わっていくと考える。

・ グループセッションで取り上げられ得た徳島の課題は、国際的な視野が狭いことであった。この課題解決
に向けてまず始められることは、集落や⽥舎の状況を外国⼈に向け PR することにあると思う。もちろん、
PR した特徴や郷⼟料理がすべて外国⼈にとって魅⼒的ではないだろうが、PR することによって確実に外
国の⽅々に私達の徳島を届けることができるし、県内の私たちもグローバルの視点を持って徳島を振り返
ることができる。

・ 徳島の特産品そのものをアピールするのではなく、なぜその特産品が美味しくできるのかを調べて伝えら
れないだろうか。実はそれが徳島の魅⼒なのだと思う。ジビエ料理を徳島の特産料理と融合させることに
挑戦するなど、徳島の特徴がグローバルにも伝わるような取り組みができないか。

・ 「地域おこし協⼒隊」による外に向けた情報発信を応援していくための⼯夫が必要で、これにより徳島の
強みである「のどかで暮らしやすい」「地域の繋がりが強い」などがより効果的に他県にアピールでき、移
住や交流につなげられるのではないか。
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・ すだちや柚⼦などを個別の特産品として⾒るのではなく、柑橘類がおいしく育つ地域として考えることで
気候などの PR や、四国の他の県や和歌⼭とのコラボレーションにつながる可能性もあるのではないか。

（多様な⽅との意⾒交換の必要性） 
・ 今回の講義で県内の違う⼤学の⼈と交流の場を持てたが、県外の⼤学と交流する場も設けて直接他県の⼈

と話す機会をつくる、他県と徳島の考え⽅や魅⼒の違いをディスカッションすることで、双⽅の PR と気
づきにつながるのではないか。

（地域課題を体験する観光の創出） 
・ 防災や⿃獣被害を学ぶことは当事者である地域の⼈にとって必要なことであるが、同時に地域外の⼈が地

域の課題を学ぶ経験になるだろう。こうした学びを経験するツアー、修学旅⾏などの場として PR して、
⼦供や若者に徳島に来て学んでもらう取り組みを作ることはできないか。

準備スケジュール 

◯実施⽇程の調整（4 ⽉）
・ 知事の講演可能な⽇程及び参加校の⾏事と重ならない⽇程を検討し、実施⽇程を決定した。（2021

年 8 ⽉ 19 ⽇（⽊）、20 ⽇（⾦）、23 ⽇（⽉）、24 ⽇（⽕）とした）
◯参加校セッションの調整（5 ⽉）

・ ４⽇間の⽇程を午前・午後の２部（セッション）に分割する授業の構成とした。
（各セッション２授業時間、最終⽇午後のみ１授業時間、計１５授業時間）

・ 各参加校についてセッション担当教員を設定いただき、以後担当教員間で調整を⾏った。
・ 担当教員に「セッションについての検討状況調査票」（⽂末資料①）を送付し、セッションのテー

マと実施⽇程を決定した。
◯セッション登壇者への連絡（6 ⽉〜7 ⽉）

・ 各セッションにて登壇いただく講演者・パネリストの⽅への連絡について、セッション担当教員か
ら事前内諾をとっていただき、承諾後徳島⼤学事務局から正式依頼を⾏う形で実施した。

・ セッション担当教員に依頼⽅法についての⼗分な情報を提供できていなかったことから、登壇者が
把握している情報について事務局と担当教員間で齟齬があったため、最終的に徳⼤担当教員から各
登壇者に整理した情報をお送りすることで情報の共有を図った（⽂末資料②）。次年度は初期の段
階で共有資料を作成しておくことが必要である。

◯広報と学⽣履修⽅法の調整（6 ⽉）
・ セッションの内容をもとに各参加校学⽣・⼀般聴講者をそれぞれ対象とした広報物の記載内容を検

討し、広報チラシを作成した。
・ 今年度は covid-19 の影響で対⾯授業での広報が実施できないことから web 広報（web サイト・pdf

チラシ）のみとした（⽂末資料②）。
・ 学⽣への履修案内と履修登録については参加校担当者に⼀任したが、最終的な履修⼈数の集約段階

で⼈数等の確認に混乱が⽣じたため、事務局において各参加校の履修⽅法・締切⽇等の違いについて
ある程度把握しておくことが必要と思われる。

◯COVID-19 対策の検討と全⾯オンライン化に向けた調整（７⽉）
・ 7 ⽉上旬の段階では履修⽣は原則対⾯（⼀般聴講についてはセッションごとに登録しオンライン聴

講）を予定していたが、COVID-19 蔓延状況の悪化から全⾯的にオンライン実施に変更した。
・ 変更にあたり、登壇者の混乱を避けるため会場（徳島⼤学創⽣学習スタジオ）の変更は⾏わず、登壇

者には徳島⼤学に来学いただき、聴講者不在のスタジオから配信を⾏う形とした。
・ 配信については zoom を⽤いた。グループワークについても zoom のブレイクアウトルームの機能

を活⽤した。
◯登壇者からの資料集約と登壇準備（８⽉）

・ 登壇者からの資料（スライド資料・配布資料）の集約については、当初セッション内容の把握の観点
からセッション担当教員にお願いしていたが、資料の完成が直前になることが多く、最終的には徳⼤
担当教員が集約する形となった。

・ 次年度は混乱を避けるため、スライド資料の有無、配布資料の様式（特に準備しない場合はスライド
資料の pdf 化等）、オンライン配布の可否等、事前に登壇者に調査票をお送りして把握と確認を⾏う
ことが必要である。

・ 当⽇の会場については 30 分前に登壇者に来場いただき、スライドの操作⽅法の確認、カメラと席の
位置等を確認いただいた。

６）参加校との事務的調整
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• 授業の円滑な進⾏（出席管理、グループ分け等）のため、各参加校には受講⽣の⽒名リストを徳島⼤学担
当教員に提出していただいた。

• 個⼈情報のため、⼤学によっては学籍番号・学年・所属等の他⼤学への提供が⾏えなかったため、今回は
オンラインでの課題提出にあたり学⽣に直接学籍番号を尋ねる形とした。

• 複数の⼤学間で成績のやりとりを⾏う場合、作業の簡略化やエラーを防ぐために学籍番号・学年・所属等
の学⽣情報ができた⽅が望ましいと考える。今後、コンソーシアムや単位互換等の構想に向けて、参加校
間の協定等、情報共有の仕組みの検討が必要である。
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（参考）広報チラシ（⼀般聴講・県外学⽣向け） 

70
−70−



遠隔参加型授業システムの構築 

１．はじめに 
 COC＋R 事業においては、その参加対象を県内参加校に所属する学⽣だけでなく、県外⼤学 
⽣やリカレント⾮正規履修⽣が受講できる展開を志向している。そのため本事業では、幅広い 
参加者に対して地理的制約にとらわれず、質の⾼いプログラムが提供できる遠隔参加型授業シ 
ステムの整備を⾏った。ここでは、令和３年度に実施した遠隔参加型授業システムを活かした
教育プログラムについて報告する。

２．COC＋R 事業参加校共同授業「徳島の魅⼒、徳島で働く」 
 夏季開催の集中講義、「徳島の魅⼒、徳島で働く」を、オンライン配信拠点として整備した創 
⽣学習スタジオを拠点に実施した。会場には講師、ゲストスピーカーが集まり、受講⽣はオン 
ラインで参加するという形式ではあったが、整備した設備を活⽤し、4 ⽇間に渡り問題なく授
業を実施することができた。また本授業では、オンラインホワイトボードツールを活⽤し、⼀
⽅通⾏ではないインタラクティブな学習プログラムを設計し、講師と受講⽣、また受講⽣同⼠
の活発なコミュニケーションを創出することができた。

 

３．デザイン・コミュニケーション授業と連携したオンライン配信⽤動画制作 
 本プログラムでフューチャーセンターに整備した設備を活⽤し、COC＋R プログラムの広報 
や、オンライン授業等で活⽤できる映像制作を実施した。本映像制作においては、企業ニーズ 
対応基礎⼒育成科⽬群のひとつであるデザインコミュニケーションに関連した授業と連携し実 
施した。具体的には、本年度はデザインコミュニケーションを実践的に学ぶ「デザイン表現演 
習」の受講⽣を中⼼に、COC＋R プログラムに参加する企業への取材を実施し、企業の魅⼒を 
学⽣の⽬線で切り取ったPR動画の制作を⾏い、COC＋R公式Youtubeチャンネルの⽴ち上げ、 
映像配信に取り組んだ。 

写真①創成スタジオからの配信の様⼦ 写真②オンラインツールを活⽤したグ
ループワークの様⼦
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４．今後の展望 
 今年度実施した映像制作プロジェクトについては、コンソーシアム加⼊企業・団体の紹介映 
像の制作を中⼼に、デザインコミュニケーション関連の授業と連携して引き続き実施していく 
予定である。また、今年度は新型コロナウイルス感染症により授業が全⾯オンラインでの開催 
となったが、次年度以降はオンライン参加と対⾯参加を組み合わせたハイブリッドでの実施も 
含めて、県内就職を志向する受講⽣がより多く、本プログラムへ参加できる環境構築に取り組 
んでいく。 

写真③スタジオでの撮影の様⼦ 写真④プログラム参加企業への取材撮
影の様⼦ 

写真⑤制作した参加企業紹介映像（https://www.youtube.com/watch?v=3-Qsm_fGLuA） 
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NTT ⻄⽇本との共創によるキャリア・サポート・システムの開発 
 
１．趣旨 
  本プロジェクトは、徳島県の転出超過が続くことによる担い⼿不⾜問題を背景に、学⽣と県 
 内企業に対してキャリア・サポート・システム（＝価値観マッチング）を提供することで県内 
 定着を促進するプロジェクトである。 
  具体化に向けて、徳島⼤学と NTT ⻄⽇本徳島⽀店は令和２年１０⽉に「ICT 利活⽤による地 
 域活性化連携協定」を締結し、COC+R 事業で共創を進めている。 

キャリア・サポート・システムの COC＋R 事業における位置づけ 
 
２．価値観マッチングシステムの開発 

 学⽣は就職先を選ぶ基準に“企業⾵⼟”や“雰囲気”といった点を挙げることが多くなっている。 
そのため、ミシガン⼤学ロバート・クイン、キム・キャメロンらが開発した組織⽂化を診断す 
る競合価値観フレームワークを⽤いて、学⽣の価値観と県内企業の組織⽂化の相性を評価する 
価値観マッチングシステムを開発している。 
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３．令和３年度の開発状況 
 令和３年度は、県内企業の組織⽂化、および当該企業の若⼿社員の価値観、さらには若⼿社 
員の体感による⾃社との相性度の調査を NTT ⻄⽇本徳島⽀店が主体となって⾏い、相関を分析 
した結果、有効性が確認できている。 
 事業協働機関に属する経済団体の協⼒を得て、県内の学⽣の採⽤予定のある県内企業５９社 
（経営者層︓４９名、管理者層︓１００名、若⼿社員１６５名）のデータが収集できた。 
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ＦＤ地域⼈材育成フェスタ 

徳島⼤学では令和 2 年度に⽂部科学省により採択された、⼤学による地⽅創⽣⼈材教育プログ
ラム構築事業（COC+R）「とくしま創⽣⼈材・企業共創プログラム」の⼀環として、県内⾼等
教育機関等の連携機関が協働した取り組みの紹介やそこから得られた知⾒を基に、地域を担う質
の⾼い⼈材を育成していくための課題について協議する「FD 地域⼈材育成フェスタ」を実施し
ています。以下に令和３年度の実施内容を報告します。

１）今年度プログラムの趣旨
これまで実施してきた実践型インターンシップで得られた知⾒の振り返りと、今年度から新

たに開始した企業との対話型授業「エクスターンシップ」の紹介を基に、地域を担う質の⾼い 
⼈材を育成していくための課題について協議を⾏う。 

２）実施⽇時・会場
2022 年 2 ⽉ 24 ⽇(⽊曜⽇)13 時 00 分〜17 時 00 分
※感染症拡⼤の状況を鑑み、全⾯オンライン配信にて開催

３）参加者
計︓90 名

【内訳】徳島⼤学 24 名、四国⼤学 4 名、徳島⽂理⼤学 3 名、徳島⼯業短期⼤学 2 名、阿南⼯ 
業専⾨⾼等学校 1 名、徳島県庁 2 名、徳島県内⾃治体 2 名、コンソーシアム徳島 2 名、県外 
⾃治体 3 名、他県 COC＋R 採択校 12 名、他県⼤学関係者 15 名、⽂部科学省 4 名、その他 
（企業・団体等）16 名 

４）プログラム構成
第⼀部︓インターンシップココーディネーター研修会

13:00〜13:05 開会挨拶（野地澄晴（徳島⼤学⻑）） 
13:05〜13:10 COC＋R 事業概要説明（⼭中英⽣（徳島⼤学副理事）） 
13:10〜14:00 報告「徳島⼤学の実践⼒養成型インターンシップの取り組み」 

 川崎修良（徳島⼤学⼈と地域共創センター特任准教授） 
14:00〜14:30 講演「和歌⼭⼤学の実践型インターンシップの取り組み」 

 ⽊村亮介（和歌⼭⼤学クロスカル教育機構講師） 
14:30〜14:55 ディスカッション 

「インターンシップを⼤学教育に導⼊するために必要な視点」 

第⼆部︓地域⼈材の育成に向けて、これからの⼤学教育を考える 
15:00〜15:15 報告「とくしま創⽣⼈材・企業共創プログラムの狙い」 

 徳島⼤学 COC＋R 担当 松本卓也  
15:15~15:45 講演「COC+R 事業に取り組む全国の⼤学の取り組み紹介」 

⽮野俊介（信州⼤学特任教授）・勝亦達夫（信州⼤学講師） 
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15:40~16:10 講演「OB・OG から⾒た⼤学時代に必要な学び」 
上⽥⽂乃（アップルハウス株式会社⾕崎建設・設計事務所） 

16:10〜16;50 ワークショップ
︓「⼤学⽣が将来地域・企業で活躍するために必要な学び」

16:50〜17:00 閉会挨拶（⼭中英⽣（徳島⼤学副理事）） 

５）実施内容
第⼀部︓インターンシップココーディネータ
ー研修会 
司会進⾏︓徳島⼤学 川崎修良 
13 時 10 分〜 プレゼンテーション︓徳島⼤
学「実践⼒養成型インターンシップの取り組
み」 

第⼀部では、徳島⼤学 COC＋R 担当教員で
ある川崎修特任准教授から、徳島⼤学が取り
組む実践型インターンシップについての紹介
を⾏った。これまでの取り組みを元にまとめ
た「インターンシップコーディネーターマニ
ュアル」の内容をもとに、インターンシップ
を進める上でのコーディネータの役割や、そ
の成果、今後の課題についてプレゼンテーシ
ョンを⾏った。 

14 時 00 分〜 講演︓COC+R 事業に取り組
む全国の⼤学の取り組み紹介 
 和歌⼭⼤学クロスカル教育機構、⽊村亮介
講師より、和歌⼭⼤学における実践型インタ
ーンシップの取り組みについてのご紹介を頂

いた。これまでのインターンシップ事例の具
体的にご紹介頂き、インターンシップを特定
の学⽣だけでなく、幅広い層に広げていくた
めの準備やプログラムの構築⽅法について、
これまでの取り組みから得られた知⾒を共有
いただいた。 

14 時 30 分〜 ディスカッション︓「イン
ターンシップを⼤学教育に導⼊するために必
要な視点」

これまで紹介した徳島⼤学、和歌⼭⼤学に
おける実践型インターンシップの事例を踏ま

信州⼤学⽮野先⽣による講演 

実践型インターンシップの取り組み紹介 

和歌⼭⼤学⽊村先⽣による講演 
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えて、参加者から頂いた質問を投げかける形
で、今後⼤学教育においてインターンシップ
を導⼊していくために必要な視点について、
ディスカッションを⾏った。 

第⼆部︓地域⼈材の育成に向けて、これから
の⼤学教育を考える 
司会進⾏︓徳島⼤学 松本卓也 
15 時〜 プレゼンテーション︓「とくしま創
⽣⼈材・企業共創プログラム」の狙い 
 第⼆部では、初めに徳島⼤学 COC＋R 担当
の松本卓也特任助教から『「とくしま創成⼈
材・企業共創プログラム」の狙い』と題した
プレゼンテーションを⾏った。ここでは特
に、企業との対話型授業「エクスターンシッ
プ」の紹介を中⼼に、本プログラムにおける
特徴的な事業についての説明を⾏った。 

15 時 15 分〜 講演︓COC+R 事業に取り組
む全国の⼤学の取り組み 
 次に、COC＋R 幹事校である信州⼤学⽮野
俊介特任教授より、COC＋R 全体の事業の狙
いや、取り組みについてご紹介頂いた。続け
て、信州⼤学キャリア教育・サポートセンタ
ーの勝亦達夫講師より、信州⼤学における学
⽣の地域定着に向けた具体的な取り組み内容
について、お話頂いた。 

15 時 40 分〜 講演︓「OB・OG から⾒た⼤
学時代に必要な学び」 
 続いて、アップルハウス株式会社⾕崎建
設・設計事務所の久保⽂乃⽒より、「OB・
OG から⾒た⼤学時代に必要な学び」をテー
マとし、ご講演頂いた。久保⽒は本事業の前
⾝である COC＋プログラムにおけるインター
ンシップを学部⽣時代に受講し、修⼠学⽣と
なったあとも OB・OG で結成された IPPO 会
のメンバーとして後輩学⽣をサポートするな
ど、積極的に活動を⾏った卒業⽣である。現
在社会⼈となった⽴場から、学⽣時代を振り
返り、⼤学時代に⾝に受けたスキルや能⼒

と、社会⼈になってどのように活かされてい
るのかについて、お話いただいた。 

16 時 10 分〜 ワークショップ︓「⼤学⽣
が将来地域・企業で活躍するために必要な学
び」 

 最後に、これまでの発表内容を参考にしな
がら、今後の地域⼈材の育成に向けた⼤学教

エクスターンシップの取り組み紹介

久保⽒のプレゼンテーション 

全体ワークショップ 
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育のあり⽅について、参加者の皆さんととも
に考えるワークショップを実施した。参加者
を 5 ⼈程度のグループに分け、本⽇のプログ
ラム内容を振り返っていただきながら、⽤意
したワークシートをもとにプログラムの改善

点などについてディスカッションして頂い
た。最後にそれぞれのグループでの協議内容
について発表して頂き、全体での共有を⾏っ
た。 

６）受講者アンケート
講演者への質問や、意⾒等
（第⼀部） 

・ 地域貢献している企業と組めるのが⼀番良い。その上でプログラムに参加した学⽣たちがネットワーク創っ

て地域社会のために貢献する姿が理想である。

・ 和歌⼭であれば廃校活⽤の秋津野ガルデンさんが有名で、以前伺った際にとても参考になりました。和歌⼭

⼤学も関わっていたと記憶していましたので、本⽇の講演で事例としてお話ししていただいても良かったか

なと感じました。

・ また、＋R の共創取組として企業成⻑や未来予測したルーブリック構築もしてはどうか。

・ ⾳声が聞き取りづらかったのが残念でした。

（第⼆部）

・ 和歌⼭県の取り組みについて興味深く、より詳しくお話を伺いたい。

・ ⼆部の講師はどの⽅も聞きやすくおもしろかった。

・ 可能な範囲で、スライド資料を共有してほしい。

・ 三好市で廃校活⽤していますが、今後、是⾮商品開発などで協⼒いただけると幸甚です。

イベント運営に関するフィードバック
（第⼀部） 

・学⽣さんの⽣の声が聴けたらもっと良かったです。

・リアルタイムではないグループワークの⽅策も検討してほしい。

（第⼆部）

・意⾒交換の時間がもう少し⻑くてもよいかと思いました。

・グループワークが盛り上がり、時間が短いくらいでした。ぜひ、今後につなげてほしいなと思いました。

・講演の直後に、⼀度ブレークアウトしてもよかったように思いました。

・⾳声が安定していないときがあったのが残念

・プログラム経験者のお話が聞けたこと、少⼈数でディスカッションができたこと、良かったです。

・グループワークのブレイクアウトルームの進⾏が⾮常に上⼿く有り難かったです。
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（参考資料）広報チラシ 
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四国⼤学、四国⼤学短期⼤学部の取組 

四国⼤学、四国⼤学短期⼤学部では COC＋R 事業の⼀環として、「ダイバーシティキャリ
アデザイン」科⽬開講に向け、以下の取組を実施した。

１．事業名 
「笑って学ぼうダイバーシティ」セミナー 

２．事業⽬的 
 新科⽬設置にあたり、学内のみならず事業共同機関内の教職員や学⽣との合意形成を 
図ることを⽬的にセミナーを実施する。 

３．事業内容 
 「ダイバーシティー」や「キャリアデザイン」といった未だ⽿なじみのない新たな価値 
観を学習するにあたり、まずは楽しみながら、これらの概念について、近年注⽬されてい 
る社会的な背景や意義について学び、参加者が⾃⾝のキャリアと重ねながら同分野への 
興味や関⼼を醸成することを⽬指し、様々な教育機関で講演実績のあるお笑い芸⼈フラ 
ンポネと企業の若⼿従業員を講師に招き、セミナーとワークショップを実施した。

また、本事業に併せてゲストへのインタビュー及び授業内容を撮影・編集した動画教材
を制作した。 

４．参加者数 
  40 名 

＜チラシ＞ ＜当⽇の様⼦＞ 
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徳島⽂理⼤学の取組 

１．企画名 
「専⾨外資格取得サポート」 

２．実施⽬的/期待効果 
 専⾨的な知識やスキル有した⼈材を育成することで、スペシャリストとして県内企業等
に採⽤された学⽣は、魅⼒・経営の向上に寄与することができる。しかし、徳島県内の中
⼩企業等は、少⼈数経営が多いために⼀⼈の果たす役割が多いのが現状である。こうした
企業に求められる⼈材は、専⾨的な知識の他に専⾨外の資格などを有していることである。
本事業では、主にコンピュータの操作を専⾨としない学⽣のために、経済産業省情報処理
技術者国家試験「IT パスポート」資格取得を⽬指した科⽬を開講し、資格を取得すること
で、県内企業の経営⼒向上を図ることを⽬的とする。 

３．実績 
 令和 2 年度に引き続き事業参加⼤学の資格取得科⽬を精査し、開講する科⽬の洗い出し
を⾏った。令和 3 年度は他⼤学の受講⽣がいなかったため、今後、広報を強化したい。ま
た、令和 5 年度単位互換科⽬を⼀部オンデマンド授業とするため、令和 4 年度授業収録の
ための準備を⾏った。 
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徳島⼯業短期⼤学の取組 

１．インターンシップ 
（１）実施内容

学⽣が希望する⾃動⾞販売店において職場体験を実施。

（２）期待効果
⾃動⾞販売店の実務を体験することで、職場の厳しさや仕事の基本を学ぶことにより、

⾃⼰の弱点等を実感し、授業への取り組み等に緊張感が⾼まることで、各⾃の基礎レベル
アップに繋がることを期待する。

（３）結果
8/4〜8/31 に、1 年⽣ 4 名（8.5％）、2 年⽣ 18 名（32.7%）、計 22 名（21.6％）が

希望する企業での職場体験を実施。 

２．企業研究会 
（１）実施内容

徳島県内及び徳島近県の⾃動⾞販売店及び⾃動⾞関連企業による合同企業説明会を実
施した。 

（２）期待効果
企業のことを事前に調査し、採⽤担当者による説明を聴取することで、希望する企業へ

のインターンシップ参加や就職意欲を⾼め、採⽤試験への応募の意思決定を図る。 

（３）結果
12/2~4 の午後、計 60 社の採⽤担当者各 1 名による企業説明。参加者数延べ 49 名（内

県内出⾝学⽣ 29 名（59%））。 

３．技術講習会（内定者整備実習） 
（１）実施内容

2020 年度卒業学⽣の採⽤企業へのアンケートを参考に、企業の求める学⽣に育っても
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らうために、基本的な整備実習する。 

（２）期待効果
各⾃の基礎レベルアップさせることで、学⽣の就職（仕事）に対する不安を軽減でき、

また本学学⽣に対する企業の満⾜度を向上させることで、今後の採⽤を期待する。 

（３）結果
12/10、就職内定者 22 名に対して 6 名（ 内県内内定者 6 名（100%））選出し、教員

6 名が講師となり、マンツーマン指導で基本的な整備技術について実技演習（個別指導）
を実施した。 

4．技術講演会 
（１）実施内容

⼀年⽣を対象として、県内⾃動⾞関連企業やメーカーの取組を知ることで、⾃動⾞業界
への就職意欲を持たせ、県内企業の良さや雰囲気など直接 OB を交えて話し合いを実施。 

（２）期待効果
企業を知り、⾃分を知ることにより就職の意義、就職活動への意思決定、意欲向上を図

る。 

（３）結果
7/15 ⽇産、11/10 SUBARU 各社の県内採⽤関係者及びメーカー担当者による技術説

明。参加者数 約延べ 47 名（ 内県内出⾝学⽣ 27 名（58％））。 
アンケートより、各企業の特徴やメーカーの取組等を知ることができ、県内ディーラー

就職率向上が期待していたが、残念ながらコロナ禍の影響もあり、講習会の回数が激減し
たことにより、学⽣のディーラーへの就職が懸念された。 

（４）参考（⾃営を除く）
2019 年度県内ディーラー就職率 42％、 県内就職率 68％
2020 年度県内ディーラー就職率 21%、 県内就職率 43%
2021 年度県内ディーラー就職率 40％、 県内就職率 62％
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阿南⼯業⾼等専⾨学校の取組 

 阿南⼯業⾼等専⾨学校では COC+R 事業の⼀環として、事業期間中、企業との連携事業を計画
しており、令和 3 年度は次の取り組みを⾏った。 

１．企業研究セミナーの開催 
 12 ⽉に企業研究セミナーをオンライン上で開催した。例年は体育館でブースを作っての対 
⾯での実施であったが、コロナウィルス感染対策としてオンラインでの開催となった。 
（１）期待効果

参加学⽣（350 名）のうちの半数はインターンシップ先を検討するために参加してお
り、学⽣⾃らインターンシップ先を開拓する⾏事でもある。 

（２）結果
参加企業 244 社の内、48 社が県内企業であり、県内企業を中⼼に構成される阿南⾼

専の教育研究助成団体に参加割引と優先権を与え、学⽣が県内企業と触れ合う機会を増
やした。

２．インターンシップ先の開拓 
コロナ禍での直接の企業訪問ができない状況下で、オンライン会議システムを整備し、イン

ターンシップ先の開拓を⾏った。
（１）期待効果

校内の複数の場所でオンライン会議システムを利⽤できる環境を整備し、積極的に企
業との間で情報交換ができるようになる。 

（２）結果
ソフトウェアとハードウェアを整備したことで、様々なセミナーに積極的に参加する

ようになった 

企業研究セミナーの運営 教室でセミナーに参加する学⽣ 
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7.  事業期間（５年間）の事業実施計画の概要



事業期間（５年間）の事業実施計画の概要 
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8.  実践型インターンシップ コーディネーターの手引き

　徳島大学では、徳島県からの委託により、実践型インターンシップを県下の高等教育
機関に浸透させるため、インターンシップコーディネーターの育成に向けた様々な事業
を展開しております。
　令和３年度は、これまでの実践型インターンシップで培った経験や実績をもとに、イ
ンターンシップの事前準備や事前学習、コーディネートの手法や進行上の課題、注意事
項、学生の育成方法、受託企業の人材育成等に関する事項を手引き書に取りまとめまし
た。是非ともご一読ください。
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は
じ

め
に

徳
島
大
学
で
は
2
0
15
年
度
に
文
部
科
学
省
「地
（知
）の
拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業

(C
O
C
十
事
業
）」
の
採
択
を
受
け
、徳
島
の
高
等
教
育
機
関
並
び
に
自
治
体
·企
業
·N
P
O
等
と
の
間

で
事
業
協
慟
体
を
設
置
し
、教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
に
協
働
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
、徳
島
の
未
来
に
ビ
ジ
ョ

ン
を
持
ち
、地
域
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
意
欲
と
専
門
知
識
を
持
っ
て
主
体
的
に
参
画
す
る
「地
域
人
材
」の

育
成
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の

一
環
と
し
て
、イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
入
れ
機
関
任
せ
に
せ
ず
、イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
事
前
、実
施

中
、事
後
に
渡
っ
て
も
学
生
の
学
び
の
効
果
を
高
め
る
た
め
に
大
学
も
関
与
し
、学
習
と
振
り
返
り
を
徹
底
す

る
チ
ュ

ー
トリ
ア
ル
方
式
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
開
発
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
た
め
に
本
事
業
に
専
念
す

る
コ

ー
デ
ィネ

ー
タ

ー
が
大
学
と
企
業
の
間
の
連
携
の
課
題
を
探
り
つ
つ
、2
0
16
年
度
に
正
課
科
目
「実
践

力
養
成
型
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
」を
滋
入
し
、以
後
6
年
間
に
わ
た
る
実
施
を
通
し
て
、受
講
す
る
学
生
の
学
び

や
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
く企
業
と
の
関
係
を
向
上
す
る
た
め
の
手
法
を
検
証
し
て
き
ま
し
た
。

本
冊
子
の
作
成
に
あ
た
っ
て
徳
島
大
学
の
実
践
型
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
で
で
コ

ー
デ
ィ
ネ

ー
タ

ー
を
担
当

し
た
教
員
に
聞
き
取
り
を
行
い
、様
々
な
関
係
者
間
の
調
整
が
必
要
と
な
る
舵
取
り
役
と
し
て
コ

ー
デ
ィ
ネ

ー

タ
ー
が
ど
の
よ
うな
心
構
え
を
持
ち
、ど
の
よ
うな
役
割
を
担
う必

要
が
あ
る
か
を
整
理
し
ま
し
た
。徳
島
に
お
け

る
ー
事
例
で
は
あ
り
ま
す
が
、大
学
と
企
業
が
協
働
し
て
地
域
人
材
を
育
成
す
る
視
点
に
お
い
て
、コ

ー
デ
ィ

ネ
ー
タ

ー
を
担
う皆
様
の

一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

実
践

型
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ップ

と
は

実
践
型
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
導
入

し
て
き
た
中
で
の
考
え
方
・コ

ー
デ
ィ

ネ
ー
タ

ー
の
役
割
等
を
聞
き
取
る

I 
3:

::；
；;;

；:る
;

ぷ
／

企
婁
で
の
参
考
や
、ブ

ラ
ッ

1
コ

ー
デ
ィ
ネ

ー
タ

ー
ヘ
の

ー
呂

—
心

芦
菜

：：
の

デ
ィ

ス

聞
き
取
り

2
＊
手
引
き
を
作
成

已

イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
は
そ
の
目
的
に
よ
っ
て
実
施
内
容
や

期
閻
等
が
異
な
り
ま
す
が
、特
に
大
学
の
授
業
と
し
て
実
施

す
る
場
合
は
教
育
と
し
て
の
目
的
と
、受
け
入
れ
企
業
の
目

的
の
双
方
を
考
え
合
わ
せ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
立
て
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。徳
島
大
学
の
実
践
型
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ

の
場
合
は
、過
域
人
材
の
育
成
を
念
頭
に
置
い
て
そ
の
意
義

や
教
育
効
果
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。本
章
で

は
徳
島
大
学
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
実
践
型
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
開
発
し
、実
施
す
ぺ
き
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容

と
コ

ー
デ
ィ
ネ

ー
タ

ー
に
求
め
ら
れ
る
役
割
を
整
理
し
た
か

を
紹
介
し
ま
す
。

4  
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1.
1 

実
践
型
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
と
は

「
実
践
型
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
」は
、徳
島
大
学
が
企
業
と
協
慟
し
て
地
域
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
発
し
た
、イ
ン
タ

ー
ン
生
と
企
業
の
受
入
担
当
者
が
協
慟
し
て
取
り
組
む
形
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
で

す
。
イ
ン
タ

ー
ン
生
は
企
業
を
訪
問
し
て
の
活
動
だ
け
で
は
な
く
学
内
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
グ
ル

ー
プ
ワ

ー
ク
や

個
々
で
分
担
し
た
ワ

ー
ク
に
も
取
り
組
み
、従
事
す
る
期
間
は
6
ヶ
月
、延
べ
3
0
日
程
度
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
形
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
潟
入
し
た
背
景
に
は
、徳
島
大
学
が
考
え
る
地
域
人
材
の
条
件
が
あ
り
、育

成
す
べ
き
地
域
人
材
像
を
基
に
実
践
型
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
位
置
付
け
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

穂
島

大
学

が
青

成
す

べ
き

馳
域

人
材

と
実

践
型

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
関

偏
徳
島
大
学
は
育
成
す
べ
き
地
域
人
材
の
備
え
た
能
力
と
し
て
、①
「
地
域
文
化
や
地
域
へ
の
理
解
•愛

着
」、
②
「
当
該
業
種
に
必
要
な
専
門
分
野
の
知
識
・理
解
」、
③
「明
確
な
騎
業
人
意
識
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー

シ
ョ
ン
カ
」、
④
「
課
題
に
対
す
る
継
続
的
な
挑
戦
力
」次
の
4
項
目
を
設
定
し
ま
し
た
。
実
践
型
イ
ン
タ

ー
ン

シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、①
と
②
に
加
え
て
、③
、④
の
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

③
に
つ
い
て
は
「業
務
に
必
要
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
自
身
で
分
析
し
構
築
す
る
力
」、
④
に
つ
い
て
は
「
課
題

に
向
き
合
う
粘
り
強
さ
」と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
能
力
を
企
業
と
協
働
し
て
養
成
し

て
い
く
た
め
に
は
、企
業
で
定
型
的
に
行
わ
れ
て
い
る
業
務
を
体
験
す
る
だ
け
で
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

イ
ン
タ

ー
ン
生
に
は
企
業
の
目
的
に
即
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
臨
み
、必
ず
成
果
を
出
す
と
い
う
気
概
を
持
っ
て

挑
戦
し
て
い
く
経
験
が
必
要
で
あ
る
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
徳
島
県
内
の
企
業
に
協
力
を
要
請
し
、企
業
が
本
気
で
取
り
組
む
べ
き
実
際
の
経
営
課
題
を
押

出
し
、企
業
と
学
生
が
対
等
の
関
係
で
挑
む
、仮
説
検
証
を
繰
り
返
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ベ

ー
ス
の
イ
ン
タ

ー
ン

シ
ッ
プ
を
組
み
立
て
ま
し
た
。
学
生
の
学
び
と
地
域
企
業
の
経
営
上
の
メ
リ
ッ
ト
の
双
方
に
応
え
る
こ
と
で
、

学
生
と
企
業
の
受
入
担
当
者
の
双
方
が
真
剣
に
取
り
組
み
な
が
ら
、地
域
人
材
と
し
て
成
長
を
遂
げ
る
協

慟
の
定
箔
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

(-
-

-
］ 
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穂
島
大
学
が
育
成
す
べ
き
「蝙
域
人
材
」
の
傭
え
た
能
力

①
「地
域
文
化
や
地
域
へ
の
理
解
•愛
箔
」

②
「当
該
業
種
に
必
要
な
専
門
分
野
の
知
識
・理
解
」

③
「明
確
な
職
業
人
意
識
と
コミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョン
カ
」

④
「課
題
に
対
す
る
継
続
的
な
挑
戦
力
」

斬
た
に
開
発
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

ブ
科
目
で
は
、
②
に
細
え
③
、
④
の
よ

う
な
実
践
的
な
能
力
を
育
成
す
る

（
実
践
型
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
位
置
付
け
）

A … … … … 企 業 の メ リ ッ ト

採
用

直
結

型
採
用
選
考を
視
野
に
入

れ
た
マ
ッ
チ
ン
グ
の
プ
ロ

グ
ラ
ムを
実
施
し、
必
要

な
人
材
を
獲
得
す
る

実
践

型
企
業
が
本
気
で
取
り
組
む
べ

き
実
際
の
経
営
課
題
を
扱

い
、企
業
と
学
生
が
対
等
の

関
係
で
挑
む
こ
と
で
、学
生
の

学
び
と
地
域
企
業
の
経
営
上

の
便
益
の
双
方
に
応
え
る

教
育

的
効

果
••

••
• •

••
•…

�

（ィ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
が
実
践
型
と
な
る
た
め
の
必
須
条
件
）

1.
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トベ

ー
ス
で
あ
る
こ
と

2
．企
業
の
実
際
の
経
営
課
題
に
取
り
組
む
こ
と

3.
企
業
と
学
生
が
対
等
の
関
係
で
挑
む
こ
と
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1.
2 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
必
要
性

大
学
の
授
業
と
し
て
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
す
る
場
合
、そ
の
教
育
目
的
を
明
確
化
し
、ど
の
よ
う
に
行

う
の
が
最
も
効
果
的
か
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
受
け
入
れ
る
企
業
に
つ
い
て
も

同
様
に
企
業
経
営
の
観
点
か
ら
そ
の
目
的
を
明
確
化
し
、目
的
に
沿
っ
た
実
施
内
容
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
立
場
の
異
な
る
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
の
間
で
協
働
を
進
め
る
に
は
、利

害
調
整
を
行
う

コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ

ー
の
役
割
が
不
可
欠
で
す
。

イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
コ

ー
デ
ィネ

ー
タ

ー
の
必
要
性

イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
に
期
待
さ
れ
る
教
育
効
果
に
は
、キ
ャ
リ
ア
教
育
、教
養
教
育
、専

門
教
育
の
観
点
が
あ

り
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、自
己
の
適
性
や
志
向
・仕
事
内
容
と
い
っ
た
キ
ャ
リ
ア
の
理
解
に
加
え
、社

会
人

基
礎
力
な
ど
の
汎
用
的
能
力
、自
律
し
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
力
、リ

ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
な
ど
を
涵
養
す
る
機
会
と
な
り
ま

す
。
教
養
教
育
は
、適

切
な
実
施
に
よ
っ
て
「学

び
」と
「働

く
•生
き
る
」こ
と
の
つ
な
が
り
を
理
解
し
、学

び
方

へ
の
新
た
な
視
点
や
ア
プ
ロ

ー
チ
を
獲
得
す
る
機
会
と
な
り
ま
す
。
専
門
教
育
は
専
門
分
野
と
関
連
し
た
業

務
を
実
践
す
る
こ
と
で
、大

学
で
の
学
習
へ
の
フ
ィ

ー
ド
パ
ッ
ク
が
得
ら
れ
、課

題
の
明
確
化
や
学
習
意
欲
の

向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
即
し
た
教
育
効
果
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
タ

ー

ン
シ
ッ
プ
を
大
学
教
育
に
位
置
付
け
る
た
め
に
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
を
明
確
に
し
、こ
れ
に
沿
う
形
に
な
る

よ
う
に
大
学
·企
業
・学
生
の
関
係
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
役
割
を
担
う
の
が
コ

ー
デ
ィ

ネ
ー
タ

ー
で
す
。
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
性
質
に
よ
っ
て
コ

ー
デ
ィ
ネ

ー
タ

ー
の
職
域
の
幅
は
異
な
り
ま
す
し
、ま

た
、教

員
、職

員
、外

部
機
関
な
ど
様
々
な
立
場
か
ら
コ

ー
デ
ィ
ネ

ー
トを
行
う
場
合
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

実
践
型
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
で
特
に
必
妻
と
な
る
コ

ー
デ
ィ
ネ

ー
トの
視
点

徳
島
大
学
が
実
践
型
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
培
っ
た
教
育
効
果
は
、キ
ャ
リ
ア
教
育
と
教
養
教
育

に
該
当
し
ま
す
が
、併

せ
て
企
業
の
中
長
期
の
経
営
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
実
施
し
、企

業

側
も
成
長
で
き
る
と
い
う
側
面
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
企
業
側
の
便
益
が
明
確
で
あ
る
こ
と
が
、受

入
担

当
者
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
ヘ
の
強
い
関
与
と
寅
任
に
つ
な
が
り
、教

育
効
果
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、実

践
型
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、自
身
の
関
心
か
ら
参
加
す
る
学
生
、教

育
効
果
を
図
る
大

学
（教

員
）、
自
社
の
課
題
解
決
を
目
指
す
受
入
担
当
者
、三

者
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
立
場
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
関
わ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、学

生
の
学
び
に
向
け
て
関
係
者
の
間
に
良
質
な
相
互
作
用
が
生
じ
る
場
を
整

え
る
コ

ー
デ
ィ
ネ

ー
トが

求
め
ら
れ
ま
す
。

絨
一 [

畠 〕

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
期
待
さ
れ
る
教
育
効
果

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点

自
己
の
適
性
や
志
向
・仕
事
内
容
と
い
っ
た
キ
ャ
リ
ア
の

理
解
や
社
会
人
基
礎
力
な
ど
の
汎
用
的
能
力
の
涵
蓑

教
養
教
育
の
視
点

「学
び
」と
「働
く•
生
き
る
」こ
と
の
つ
な
が
り
の
理
解
に
よ
る

学
び
へ
の
新
た
な
視
点
や
ア
プ
ロ

ー
チ
の
獲
得

徳
島
大
学
に
お
け
る

実
践
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

教
育
的
位
置
付
け

専
門
教
育
の
視
点

専
門
分
野
の
社
会
で
の
実
践
を
通
し
た
学
び
の
課
題
の

明
確
化
や
学
習
意
欲
の
向
上

m
先
企
業
一

＼

竺
ン 三言

：：Ill こ

こ

も

能
力
と
®

自
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運
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慮
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デ
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1.
3 

コ
ー

デ
ィネ

ー
タ

ー
の

役
割

実
践
型
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
流
れ
は
、大
き
く、
実
施
環
境
を
整
え
る
「開
発
期
」、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トを
進
め

る
「運
用
期
」、
終
了
後
に
実
施
効
果
の
定
着
を
図
る
「評
価
期
」の
フ
ェ

ー
ズ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ

ー
は
こ
れ
ら
全
て
の
業
務
を
行
う
わ
け
で
は
な
く、
教
職
員
等
大
学
の
リ
ソ

ー
ス
、商
工
会
等

地
域
の
ネ
ッ
トワ

ー
ク
を
活
用
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
トを
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
開

発
期

開
発
期
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トの
設
計
と
実
施
環
境
の
整
備
を
行
い
ま
す
。コ

ー
デ
ィ
ネ

ー
タ

ー
に
は
設
計
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トの
実
施
目
的
を
明
確
に
し
て
関
係
者
で
共
有
し
、運
用
に
向
け
た
適
切
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
研

修
を
用
意
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。業
務
と
し
て
は
受
け
入
れ
企
業
の
開
拓
、企
業
の
課
題
を
理
解
し
解

決
手
法
と
し
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トを
提
案
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、授
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
、熱
意
を
も
っ
て
取

り
組
む
学
生
に
受
講
を
促
す
広
報
・マ
ッ
チ
ン
グ
、運
用
期
に
実
施
す
る
研
修
の
設
計
等
を
行
い
ま
す
。

®
運

用
期

運
用
期
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トが
完
遂
す
る
た
め
に
必
要
な
支
援
全
般
を
行
い
ま
す
。進
行
に
あ
た
っ
て
は

学
生
と
企
業
に
任
せ
き
る
の
で
は
な
く、
コ

ー
デ
ィ
ネ

ー
タ

ー
も
伴
走
者
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トの
状
況
を
常
に

把
握
し
、適
切
な
サ
ポ

ー
トを
手
配
し
て
い
くこ
と
が
必
要
で
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ

ー
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トマ
ネ
ジ
メ
ン
ト全
般
、成
果
に
到
達
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
研
修

や
、学
生
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
持
続
さ
せ
る
た
め
の
メ
ン
タ
ル
面
の
サ
ポ

ー
トも
求
め
ら
れ
ま
す
。こ
う
し
た
支

援
に
つ
い
て
専
門
的
知
見
を
持
っ
た
教
員
の
参
画
を
促
し
、適
切
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
組
む
の
も
コ

ー
デ
ィ

ネ
ー
タ

ー
の
役
割
で
す
。業
務
と
し
て
は
移
動
手
段
や
会
議
室
の
確
保
な
ど
、学
生
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トに
取
り

組
む
環
境
の
整
備
、進
捗
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
研
修
、評
価
期
を
見
据
え
た
学
生
の
成
長
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
等
を
行
い
ま
す
。

®
評

filli
期

評
価
期
に
は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
トの
成
果
が
今
後
の
学
生
の
学
び
に
反
映
さ
れ
る
、ま
た
継
続
的
に
企
業
の

仕
組
み
と
し
て
導
入
さ
れ
る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。コ

ー
デ
ィ
ネ

ー
タ

ー
に
は
関
係
者
そ
れ
ぞ
れ
の

振
り
返
り
の
場
を
設
け
、プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
を
評
価
し
、次
年
度
に
向
け
た
改
善
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。業
務
と
し
て
は
学
生
・企
業
担
当
者
双
方
の
振
り
返
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、必
要
に
応
じ
た
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ

研
修
、プ
ロ
グ
ラ
ム
評
価
等
を
行
い
ま
す
。

纏
島
大
学
に
お
け
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン

コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
の

コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
の

実
籠
崎
1111

3月
～

6月

6月
～

1月

1月
～

3月

役
割

婁
務

プ
ロ
ジ
ェク
トの
設
計
と
プ
ロ
ジ
ェク
トの
実
施
目
的

●
受
け
入
れ
企
業
の
開
拓
、

実
施
蓑
境
の
整
備

を
関
係
者
で
共
有
し
、適

●
企
業
へ
の
プ
ロ
ジ
ェク
ト提
案

切
な
プ
ロ
グ
ラム
や
研
修
を

●
授
業
プ
ロ
グ
ラム
の
設
計

用
意
する
。

●
学
生
へ
の
広
報
とマ
ッチ
ン
グ

●
研
修
プ
ロ
グ
ラム
の
設
計
等

プ
ロ
ジ
ェク
ト完
遂
へ
の

プ
ロ
ジ
ェク
トマ
ネ
ジ
メ
ン
ト

•
プ
ロ
ジ
ェク
トの
状
況
把
握

支
援

全
般
。必
要
とな
る
研
修

●
実
旅
環
境
の
整
備

や
、学
生
の
メ
ン
タ
ル
ilii
の

●
進
捗
状
況
に
応
じ
た
研
修
の
実
施

サ
ポ

ー
トも
実
施
する
。

●
学
生
の
成
長
の
モ
ニ
タ
リン
グ
等

各
関
係
者
に
対
する
振
り

●
学
生
の
振
り
返
り
プ
ロ
グ
ラム

成
果
を
今
後
に
つ
な
げ
返
り
の
実
施
と、
プ
ロ
グ
ラ

•
企
業
担
当
者
の
振
り
返
り
プ
ロ
グ
ラム

る
た
め
の
取
り
組
み

ム
全
体
の
評
価
。

●
フ
ォ
ロ

ー
ア
ップ
研
修

•
プ
ロ
グ
ラム
評
価
と改
善
の
検
討
等 10
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実
践

型
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ップの

フ
ロ

ー

実
践
型
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
流
れ
は
大
き
く
「開

発
」

「運
用
」
「評

価
」
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。開

発
は
中
で

も
最
も
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、イ

ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
成

否
は
主
に
開
発
期
の
状
況
で
決
ま
り
ま
す
。開

発
期
に
コ

ー

デ
ィネ

ー
タ

ー
は
、企

業
の
受
入
担
当
者
と
参
加
学
生
の
双

方
が
能
動
的
に
取
り
編
む
こ
と
が
で
き
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トを
設

計
し、
企
業
内
で
イ
ン
タ

ー
ン
生
を
受
け
入
れ
る
体
制
を
整

備
し、
学
び
の
効
果
を
高
め
る
事
前
事
後
の
学
習
を
用
意
し

ま
す
。本

章
で
は
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
開
発
期
に
コ

ー
デ
ィ

ネ
ー
タ

ー
に
求
め
ら
れ
る
動
き
と
留
意
す
べ
き
点
を
中
心

に
、実

践
型
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
流
れ
を
概
説
しま

す
。

12
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13
 

2
.1

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト型
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
が

失
敗

す
る

3つ
の

ケ
ー

ス

実
践
型
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
、企
業
の
受
入
担
当
者
と
参
加
学
生
の
双
方
が
能
動
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
計
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。そ
の
重
要
性
を
確
認
す
る
た
め
に
、ま
ず
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト型
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
が
失
敗
に
終
わ
る
3
つ
の
ケ

ー
ス
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
企
婁
が
成
果
に
期
待
し
て
い
な
い
場
合

企
業
が
成
果
に
期
待
し
て
い
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、例
え
ば
学
生
を
単
純
な
労
働
力
と
考
え
て
流
れ
作
業

に
従
事
さ
せ
た
り
、企
業
に
と
っ
て
重
要
で
は
な
い
仕
事
を
学
生
用
に
用
意
し
た
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

イ
ン
タ

ー
ン
生
も
受
入
担
当
者
も
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
が
持
続
し
ま
せ
ん
。双
方
が
本
気
で
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
な
る
た
め
に
は
、達
成
が
企
業
に
と
っ
て
の
重
要
な
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
り
、顧
客
な
ど
外
部
か
ら
の

フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
を
受
け
て
客
観
的
に
成
果
の
到
達
が
見
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トを
設
計
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

®
目
標
の
違
成
に
向
け
た
仮
観
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
何
ら
か
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、仮
説
は
達
成
の
た
め
の
取

り
組
み
を
絞
り
込
む
も
の
で
す
。
適
切
な
目
標
や
仮
説
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、イ
ン
タ

ー
ン
生
は
途
中

で
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
う
か
の
判
断
に
迷
い
、時
間
を
浪
費
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。目
標
や
仮
説
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
計
段
階
で
企
業
が
用
意
す
る
も
の
で
す
。「
学
生
ら
し
く
好
き
に
や
っ
て
欲
し
い
」「
学
生
ら
し

い
視
点
で
進
め
て
ほ
し
い
」「
学
生
の
ア
イ
デ
ア
に
期
待
す
る
」と
い
っ
た
考
え
で
イ
ン
タ

ー
ン
生
に
丸
投
げ
す

る
の
で
は
な
く
、経
営
者
や
受
入
担
当
者
が
イ
ン
タ

ー
ン
生
と
共
に
結
果
を
出
す
こ
と
を
約
束
し
、積
極
的
に

関
わ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

®
参
加
す
る
学
生
が
受
け
身
と
な
っ
て
し
ま
う
場
合

参
加
す
る
学
生
に
当
事
者
意
識
が
な
く
、受
け
身
で
臨
ん
で
い
る
状
況
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
完
遂
に
は
至

り
ま
せ
ん
。
イ
ン
タ

ー
ン
生
に
責
任
意
識
を
持
た
せ
、自
身
の
課
題
と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
臨
ま
せ
る
に
は
、参

Lit
:：：己；

：三
声

：／：つ：三
戸

：尺

？ 
舎

/
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2.
2 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
計
の
要
点
①

| 

ビ
ジ
ョ
ン
と
そ
の
達
成
の
た
め
の
評
価
指
標
を

持
っ
た
企
業
を
選
定
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
トの
到
達
目
標
が
企
業
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
合
致
し
て
い
な
い
場
合
、受
入
担
当
者
に
能
動
的
に

取
り
組
ん
で
も
ら
う
こ
と
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
コ

ー
デ
ィ
ネ

ー
タ

ー
は
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
開
発
の
最
初
の
段

階
で
企
業
を
訪
問
し
、ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
合
致
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トが
実
施
可
能
で
あ
る
こ
と
を
見
極
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
合
致
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
設
計
可
能
な
企
業
の
見
極
め
方

企
業
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
合
致
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トを
設
計
す
る
た
め
に
は
、企
業
の
目
的
が
明
確
で
あ
る
こ

と
、そ
し
て
そ
の
目
的
に
則
し
た
経
営
課
顆
を
経
営
者
と
受
入
担
当
者
が
共
有
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
コ

ー
デ
ィ
ネ

ー
タ

ー
は
経
営
者
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
「
言
葉
」
と
「
数
字
」
で
表
せ
る
こ
と
を
確
認
し
ま

す
。
「
言
葉
」に
つ
い
て
は
将
来
的
に
自
社
の
目
指
す
姿
、い
わ
ば
中
長
期
計
画
に
あ
た
る
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。

「
数
字
」に
つ
い
て
は
将
来
ピ
ジ
ョ
ン
に
向
け
た
今
年
度
の
重
点
項
目
と
、そ
の
達
成
の
た
め
の
評
価
指
標

(K
P
|）
で
す
。
こ
の
2
つ
が
確
認
で
き
る
企
業
は
取
り
組
む
べ
き
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
明
確
で
あ
り
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
向
け
て
取
り
組
み
を
絞
る
た
め
の
仮
説
が
立
て
ら
れ
る
状
態
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
情
報
を
得
る
に
は

公
開
情
報
を
確
認
す
る
だ
け
で
は
な
く
、経
営
者
も
し
く
は
事
業
執
行
に
裁
量
の
あ
る
役
職
の
方
に
イ
ン
タ

ビ
ュ

ー
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

企
雲
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
勘
所

企
業
に
お
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
べ
き
こ
と
は
業
態
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
、組
織
風
土
や
体
制
な
ど
、企
業

の
実
情
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、最
終
的
な
目
的
は
企
業
の
現
状
と
将
来
像
（ビ
ジ
ョ
ン
）を
確
認
し
、プ
ロ

ジ
ェ
ク
トと
し
て
取
り
組
め
る
経
営
課
題
を
抽
出
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
特
に
徳
島
大
学
で
実
践
型
イ
ン
タ

ー

ン
シ
ッ
プ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トを
組
み
立
て
る
に
あ
た
っ
て
は
、以
下
の
4
つ
の
視
点
を
確
認
す
る
こ
と
を
重
視
し

て
い
ま
す
。

①
将
来
の
利
益
に
ど
れ
だ
け
力
を
注
ぎ
た
い
か
（新
規
事
業
の
可
能
性
）

②
将
来
の
利
益
に
つ
な
が
る
顧
客
は
誰
か
（潜
在
的
な
顧
客
）

③
自
社
の
ど
の
よ
う
な
強
み
を
強
化
し
た
い
か
（収
益
構
造
の
強
化
）

④
ど
の
よ
う
な
人
材
と
組
織
を
育
て
た
い
か
（組
織
改
革
）

企
票
が
filli
値
を
感
じ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

企
業
が
実
践
型
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
道
入
す
る
意
義
は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
トの
遂
行
が
「
事
業
の
成
果
」
や

「
組
織
の
変
化
」に
つ
な
が
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
企
業
ビ
ジ
ョ
ン
に
沿
っ
て
こ
う
し
た
成
果
に
つ
な
が
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
トを
設
計
す
る
こ
と
で
経
営
者
の
期
待
が
得
ら
れ
、受
入
担
当
者
の
強
い
関
与
が
望
め
ま
す
。

|
.

例
）
4
つ
の
視
点

①
将
来
の
利
益
に
ど
れ
だ
け
力
を
注
ぐ
か

②
将
来
の
利
益
に
つ
な
が
る
顧
客
は
雅
か

③
自
社
の
ど
の
よ
う
な
強
み
を
強
化
す
る
の
か

④
ど
の
よ
う
な
人
材
と
組
織
を
育
て
る
の
か

当
社
の
現
状

企
業
に
と
っ
て
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は

「事
業
成
果
」と
「繍
織
変
化
」

事
婁
成
畢

縁
織
変
化

•
新
規
事
業
の
立
ち
上
が
り

●
業
務
プ
ロ
セ
ス
改
善

•
新
規
事
業
の
仮
説
を
検
証

●
経
営
者
の
視
点
の
変
化

●
顧
客
拡
大
へ
の
貢
献

•
社
内
風
土
の
変
化

•
新
商
品
開
発
の
き
っ
か
け

●
若
手
人
材
の
育
成

●
売
り上
げ
へ
の
貢
献
等

•
事
業
目
標
の
明
確
化
等

現
状
に
至
る
原
因

•内
的
要
因
●
外
的
要
因

経
営
看
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、

現
状
と
将
来
像
を
聞
き
取
り
な
が
ら
、

企
業
の
経
営
課
題
を
探
り
出
す
。

長
期
的
視
点
を
持
つ
て

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

載
略
的
に
活
用
し
、

事
業
成
果
•縮
織
変
化
に
つ
な
げ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
求
め
ら
れ
る
。
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2.
3 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
計
の
要
点
②

イ
ン

タ
ー

ン
生

が
能

動
的

に
取

り
組

め
る

課
題

を
抽

出
す

る

イ
ン

タ
ー

ン
生

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

能
動

的
に

取
り

組
む

た
め

に
は

、イ
ン

タ
ー

ン
生

が
魅

力
を

感
じ

る
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
課

題
を

抽
出

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。肩

肘
を

張
ら

ず
に

言
う

と
、イ

ン
タ

ー
ン

生
が

「な
ん

と
か

で

き
る

」「
取

り
組

む
価

値
が

あ
る

」「
面

白
い

・ 達
成

感
が

あ
る

」と
思

え
る

課
題

に
絞

っ
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

化
を

検
討

し
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

す
。

イ
ン
タ

ー
ン
生
が
「な
ん
と
か
で
き
る
」と
思
え
る
課
題
と
は
？

イ
ン

タ
ー

ン
生

が
「な

ん
と

か
で

き
る

」と
思

え
る

た
め

に
は

、ゴ
ー

ル
が

明
確

で
、

そ
こ

に
至

る
ま

で
の

道
筋

が
お

ぽ
ろ

げ
な

が
ら

描
け

る
課

題
を

設
定

す
る

こ
と

が

重
要

で
す

（た
だ

し
、道

筋
は

仮
説

検
証

の
中

で
変

わ
っ

て
い

く
も

の
で

す
）。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
ゴ

ー
ル

と
な

る
成

果
が

具
体

的
な

数
値

や
状

態
で

示
さ

れ
る

よ
う

、企

業
の

選
定

の
段

階
で

確
認

し
た

重
点

項
目

と
評

価
指

標
(

K
P

|）
を

参
考

に
、仮

説
検

証
を

繰
り

返
す

こ
と

で
到

達
可

能
な

目
標

を
設

定
し

ま
し

ょ
う

。
�-

G
O

A
L 

達
成
す
れ
ば

実
際
の
企
業
経
営
に

反
映
さ
れ
る
ぞ
！

魔喜

イ
ン
タ

ー
ン
生
が
「取
り
繍
む
価
値
が

あ
る
」と
思
え
る
課
題
と
は
？

イ
ン

タ
ー

ン
生

が
「取

り
組

む
価

値
が

あ
る

」と
思

え
る

た
め

に
は

、プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
事

業
戦

略
上

の

役
割

が
明

確
で

、目
標

到
達

に
向

け
て

頑
張

る
こ

と

が
企

業
に

影
齊

を
与

え
る

と
実

感
で

き
る

こ
と

が
重

要
で

す
。こ

う
し

た
課

題
を

探
す

時
に

は
、経

営
課

題

の
中

か
ら

「重
要

で
は

あ
る

が
緊

急
で

は
な

い
」課

題
に

絞
る

こ
と

が
有

効
で

す
。企

業
側

も
イ

ン
タ

ー

ン
生

側
も

成
果

を
出

す
こ

と
に

意
義

を
感

じ
ら

れ
、ま

た
企

業
が

手
を

つ
け

に
く

い
（内

部
資

源
を

投
入

し

に
く

い
）課

題
が

そ
こ

に
あ

り
ま

す
。

．
 

緊
急

性
（冨

）

霧
急

性
（＇

鵬
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

可
雛

性
が

あ
る

課
題

イ
ン
タ

ー
ン
生
が
「面
白
い

・ 達
成
感
が
あ
る
」と
思
え
る
課
題
と
は
？

イ
ン

タ
ー

ン
生

が
「面

白
い

・ 達
成

感
が

あ
る

」と
思

え
る

た
め

に
は

、自
身

の
取

り
組

み
が

も
た

ら
す

具
体

的
な

成
果

が
実

感
で

き
る

こ
と

が
重

要
で

す
。そ

の
た

め
に

は
、プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

達
成

に
よ

る
受

益
者

が
明

確
で

あ
り

、多
様

な
関

係
者

、特
に

受
益

者
か

ら
の

フ
ィ

ー
ドバ

ック
が

得
ら

れ
る

こ
と

が
重

要
で

す
。ま

た
、目

標
到

達
が

イ
ン

タ
ー

ン
生

の
興

味
関

心
分

野
に

沿
っ

た
成

長

に
つ

な
が

る
も

の
で

あ
る

こ
と

も
有

効
で

す
。例

え
ば

、若
者

の

働
き

方
に

関
わ

る
課

題
や

、時
代

の
潮

流
に

沿
っ

た
課

題
な

s  ®  ゚

eヽ
§

3 こ`

徳
島

大
学

の
事

例
紹

介

20
17
年
麿
「株
式
会
社
テ
レ
コ
メ
デ
ィ
ア
」で
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ

株
式

会
社

テ
レ

コ
メ

デ
ィ

ア
は

2
0

0
4

年
に

県
の

コ
ー

ル
セ

ン
タ

ー
誘

致
を

受
け

て
徳

島
県

内
に

コ
ー

ル
セ

ン

タ
ー

を
開

設
し

、雇
用

機
会

の
創

出
と

地
元

人
材

の
活

用
に

寄
与

す
る

他
、育

児
休

業
後

の
復

帰
率

1
0

0
％

を

実
現

す
る

な
ど

、個
々

の
ニ

ー
ズ

や
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

に
沿

っ
た

雇
用

形
態

づ
く

り
に

取
り

組
ん

で
き

た
企

業
で

も
あ

り
ま

す
。こ

の
よ

う
な

企
業

の
方

針
か

ら
学

生
ア

ル
バ

イ
ト

の
定

鶉
を

図
る

こ
と

を
目

指
し

、「
業

務
を

通
じ

て
言

葉

遣
い

等
の

マ
ナ

ー
が

自
然

と
身

に
付

く
」と

い
っ

た
学

生
の

ニ
ー

ズ
に

沿
っ

た
視

点
を

P
R

す
る

こ
と

を
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

の
目

標
に

設
定

し
ま

し
た

。

実
際

の
プ

ロ
ジ

ェク
ト

で
は

、イ
ン

タ
ー

ン
生

は
大

学
生

の
ニ

ー
ズ

調
査

を
実

施
し

、マ
ナ

ー
の

習
得

が
ア

ル
バ

イ

ト
を

選
択

す
る

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
に

な
る

と
い

う
仮

説
を

確
か

め
ま

し
た

。次
に

社
員

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
実

施
し

、

コ
ー

ル
セ

ン
タ

ー
の

仕
事

に
よ

っ
て

得
ら

れ
る

ス
キ

ル
を

整
理

し
ま

し
た

。整
理

し
た

情
報

を
も

と
に

P
R

の
方

法
を

検
討

し
、大

学
生

を
対

象
と

し
た

「キ
ャ

リ
ア

が
身

に
付

くア
ル

バ
イ

ト
」を

「キ
ャ

リ
バ

イ
ト

」と
名

付
け

、そ
の

モ
デ

ル
と

し
て

コ
ー

ル
セ

ン
タ

ー
の

仕
事

を
位

置

づ
け

、 働
く

人
に

焦
点

を
当

て
て

コ
ー

ル
セ

ン

タ
ー

の
仕

事
内

容
を

紹
介

す
る

リ
ー

フ
レ

ット
を

作
成

し
、学

生
に

配
布

す
る

こ
と

で
コ

ー
ル

セ

ン
タ

ー
業

務
の

認
知

度
U

P
を

図
り

ま
し

た
。

こ
の

よ
う

に
学

生
に

と
っ

て
も

利
点

を
も

た

ら
す

取
り

組
み

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

な
れ

ば
、イ

ン
タ

ー
ン

生
は

強
い

当
事

者
意

識
を

持
っ

て

臨
む

こ
と

が
で

き
る

で
し

ょ
う

。
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2.
4 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

設
計

の
要

点
⑨

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト化

ま
で

の
プ

ロ
セ

ス

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト設

計
の

要
点

①
、②

を
踏

ま
え

て
、プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト化
ま

で
の

プ
ロ

セ
ス

を
確

認
し

ま
す

。徳
島

大
学

で
は

大
き

く
は

次
の

6
つ

の
手

順
で

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト設

計
を

進
め

て
き

ま
し

た
。

1.
事

繭
躙

査
：

訪
問

に
先

駆
け

て
企

業
情

報
を

収
集

し
、イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
項

目
を

検
討

す
る

。

2
.経

営
課

題
檎

出
：

経
営

者
に

企
業

の
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
を

「言
葉

」
と

「数
字

」
で

確
認

す
る

。

3
.仮

駁
構

纂
と

目
櫻

設
定

：
プ

ロ
ジ

ェ
ク

トの
ゴ

ー
ル

と
道

筋
を

設
定

す
る

。

4
.プ

ロ
セ

ス
化

：
実

施
す

べ
き

仮
説

検
証

を
項

目
に

し
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
プ

ロ
セ

ス
化

す
る

。

5
.授

霙
プ

ロ
グ

ラ
ム

設
計

：
具

体
的

な
取

り
組

み
を

整
理

し
、授

業
に

落
と

し
込

む
。

6
.目

標
の

共
有

：
経

営
者

と
受

入
担

当
者

を
交

え
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
トの

目
標

を
再

確
認

す
る

。

最
初

に
、事

前
調

査
と

し
て

、受
入

候
補

と
な

る
企

業
の

基
本

情
報

を
、パ

ン
フ

レ
ッ

ト、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

社
長

ブ
ロ

グ
等

か
ら

入
手

し
、そ

の
企

業
の

現
状

と
考

え
方

を
踏

ま
え

て
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
項

目
を

検
討

し
ま

す
。

次
に

、実
際

に
企

業
を

訪
問

し
、経

営
者

も
し

く
は

事
業

執
行

に
裁

量
の

あ
る

役
職

の
方

に
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
を

行
い

ま
す

。公
開

情
報

と
ビ

ジ
ネ

ス
の

現
状

が
合

致
す

る
か

を
確

認
し

、事
業

・組
織

の
現

状
、将

来
像

を
聞

き
取

り
つ

つ
将

来
像

を
実

現
す

る
た

め
の

経
営

課
題

を
抽

出
し

ま
す

。
経

営
者

か
ら

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

を
「言

葉
」

と
「

数
字

」
で

確
認

す
る

こ
と

が
重

要
で

す
。3

つ
目

は
、訪

問
企

業
か

ら
イ

ン
タ

ー
ン

生
が

能
動

的
に

取

り
組

め
る

課
題

が
得

ら
れ

た
場

合
、課

題
解

決
の

道
筋

と
な

る
仮

説
を

構
築

し
到

達
目

標
を

設
定

し
ま

す
。

訪
問

時
に

確
認

し
た

今
年

度
の

重
点

項
目

と
評

価
指

標
(K

P
|）

を
参

考
に

、仮
説

検
証

を
繰

り
返

す
こ

と

で
到

達
可

能
な

目
標

を
設

定
し

ま
す

。4
つ

目
は

、実
施

す
べ

き
仮

説
検

証
を

項
目

に
し

て
プ

ロ
ジ

ェ
ク

トの
プ

ロ
セ

ス
化

を
行

い
ま

す
。た

だ
し

、こ
の

プ
ロ

セ
ス

は
実

際
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
進

め
る

段
階

で
は

柔
軟

に
変

化

さ
せ

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
す

。5
つ

目
は

、プ
ロ

セ
ス

化
し

た
仮

説
検

証
に

必
要

と
な

る
具

体
的

な
取

り
組

み

（イ
ン

タ
ー

ン
生

の
役

割
）

を
整

理
し

、目
標

到
達

ま
で

の
授

業
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
設

計
し

ま
す

。
最

後
に

、経
営

者
と

受
入

担
当

者
を

交
え

て
プ

ロ
ジ

ェ
ク

トの
目

標
と

目
標

達
成

ま
で

の
取

り
組

み
の

流
れ

を
確

認
し

ま
す

。

cぅ
。

目
畔

有

基
本

情
輯

の
確

認

社
名

・社
歴

、代
表

者
指

名
・経

歴
・考

え方
、

財
務

情
報

、市
場

情
報

、ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
、

社
員

数
・年

齢
構

成
、競

合
と

差
別

化
要

因
、

et
c・

・・

・ 會 尺
問曲 一

報

定
設 情

の 本

目

〗 g
営

項
グ 砂 状 経 況

き 現 と 状

で の 像 の

ン

認 業 来 内

リ

確 事 将 社ァ
ヒ ． ． ． ．  

経
営

者
の

ビ
ジ

ョ
ン

を
言

葉
と

数
字

で
衰

す

--
x

---
●

社
会

に
ど

の
よ

うな
価

値
●い

つ
の

時
点

で
ど

れ
だ

け

を
生

み
出

し
た

い
か

の
利

益
を

あ
げ

た
い

か

●ど
の

よ
うな

顧
客

に
ど

の
よ

●ど
の

よ
うな

顧
客

を
何

人

うな
幸

福
を

提
供

し
た

い
か

獲
得

し
た

い
か

et
c

•
そ

の
た

め
に

何
を

す
る

か

●結
果

と
し

て
、経

営
者

と

社
員

はど
の

よ
うに

幸
福

に
な

る
か

現
し

た
い

こ
と

に
つ

い
て

、ビ

ジ
ョ

ン実
現

に
向

か
っ

て
い

る
か

判
浙

す
る

具
体

的
な

指

標
(K

P|
）を

確
認

す
る

現
在

の
社

内
資

源

で
で

き
る

こと

の 題

源 諜資 か

内 分

冒
社 配

一 斬
し

い
仕

繍
み

や
麗

晶
を

つ
く

る

●用
途

を
変

える

● 意
味

価
値

を
変

える

●顧
客

を
変

える

•
仕

入
れ

を
変

える

●加
工

方
法

を
変

える
et

c
●

害
と

の
圃

傷
を

構
纂

す
る

●顧
客

と
出

会
う

●顧
客

を
選

ぶ

●顧
客

に
す

る

●満
足

さ
せ

維
持

す
る

●フ
ァ

ンを
作

る
et

c

目
標

達
成

ま
で

に
必

要
な

仮
説

検
証

を
プ

ロ

セ
ス

化
し

、イ
ンタ

ー
ン生

の
役

割
を

明
確

に

す
る

こと
で

、プ
ロ

ジ
ェク

トを
授

業
の

形
に

落

と
し

込
む
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21
 

2.
5 

事
繭

準
備

①

プ
ロ

ジ
ェ

ク
トに

イ
ン

タ
ー

ン
生

を
マ

ッ
チ

ン
グ

さ
せ

る

実
践

型
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
トを

成
功

さ
せ

る
に

は
、対

象
の

学
生

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

トの
情

報

を
十

分
に

伝
え

た
上

で
、プ

ロ
ジ

ェ
ク

トを
完

遂
す

る
熱

意
と

覚
悟

を
も

っ
た

学
生

と
企

業
と

を
マ

ッ
チ

ン
グ

し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
す

。こ
う

し
た

熱
意

を
も

っ
て

取
り

組
む

学
生

に
参

加
を

促
す

広
報

や
マ

ッ
チ

ン
グ

も

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
業

務
で

す
。ま

た
、エ

ン
トリ

ー
シ

ー
ト、

採
用

面
談

、事
前

課
題

と
い

っ
た

参
加

へ
の

ハ
ー

ドル
を

課
し

、確
た

る
目

標
を

持
っ

て
参

加
を

決
断

さ
せ

る
こ

と
が

完
遂

へ
の

覚
悟

に
結

び
つ

き
ま

す
。

徳
島

大
学

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

こ
う

し
た

趣
旨

を
持

っ
て

、徳
島

大
学

で
は

事
前

の
企

業
で

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
も

と
に

、企
業

の
現

状
、課

題
、プ

ロ
ジ

ェ
ク

トの
目

標
、求

め
ら

れ
る

成
果

物
、取

り
組

み
の

流
れ

等
を

整
理

し
、パ

ン
フ

レ
ッ

トの
形

に
し

て
学

生
に

配
布

し
て

い
ま

す
（資

料
参

照
）。

ま
た

、参
加

企
業

が
大

学
に

集
ま

る
「

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

フ
ェ

ア
」を

実
施

し
、事

前
に

企
業

担
当

者
と

学
生

が
意

見
交

換
で

き
る

場
を

設
け

て
い

ま
す

。こ
う

し
て

提
供

し

た
情

報
を

も
と

に
、学

生
は

自
身

の
取

り
組

み
た

い
プ

ロ
ジ

ェ
ク

トを
決

め
、コ

ー
デ

ィネ
ー

タ
ー

か
ら

助
言

を
受

け
つ

つ
エ

ン
トリ

ー
シ

ー
トや

事
前

課
題

を
作

成
の

上
、採

用
面

接
に

臨
み

ま
す

。面
接

で
は

、受
入

担
当

者

が
「受

け
入

れ
て

成
果

を
上

げ
ら

れ
そ

う
か

」「
最

後
ま

で
一

緒
に

取
り

組
み

た
い

学
生

か
」

と
い

っ
た

基
準

の
も

と
に

選
考

を
行

い
ま

す
。受

入
担

当
者

に
も

選
考

し
た

学
生

と
共

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

トを
完

遂
す

る
覚

悟
を

持
っ

て
面

接
に

臨
ん

で
い

た
だ

き
ま

す
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
情

報
化

内
容

ポ
イ

ン
ト

プ
ロ

ジ
ェク

トに
成

果
が

あ
げ

られ
る

か
否

か
を

基
準

に
企

業
側

が
学

生
の

受
け

入
： 

タ
ー

も
面

接
に

同
席

し、
客

観
的

な
意

見
を

れ
を

判
断

す
る

.....
.....

.....
.....

.....
.....

.....
.....

.....
.....

.....
.....

.....
.....

.
マ

ッ
チ

ン
グ

の
完

了
（受

け
入

れ
決

定
）
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プ
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6 

事
繭
準
備
②

受
け

入
れ

の
た

め
の

企
業

内
体

制
を

確
認

す
る

実
践

型
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

実
施

す
る

前
に

必
要

な
準

備
と

し
て

、直
接

の
受

入
担

当
者

以
外

の
企

業

の
方

々
に

も
確

認
い

た
だ

い
て

お
く

べ
き

項
目

が
あ

り
ま

す
。こ

う
し

た
項

目
に

つ
い

て
企

業
側

で
連

絡
体

制

を
整

備
の

上
、社

内
関

係
部

局
や

関
係

者
に

通
知

い
た

だ
く

よ
う

に
手

配
し

ま
す

。

①
実
践
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
設
計
と
編
旨
に
つ
い
て

®
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
妻
と
1U1
待
さ
れ
る
効
果

®
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
の
受
け
入
れ
担
当
者
の
役
割

実
践

型
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

受
け

入
れ

は
学

生
の

学
び

の
側

面
も

あ
り

ま
す

が
、受

入
企

業
に

お
い

て

は
事

業
成

果
や

組
織

変
化

を
図

る
も

の
で

す
。受

け
入

れ
部

署
以

外
の

関
係

部
署

に
実

践
型

イ
ン

タ
ー

ン

シ
ッ

プ
の

実
施

の
旨

、そ
の

趣
旨

や
概

要
が

伝
わ

っ
て

い
な

い
と

、プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
進

め
る

に
あ

た
っ

て
支

障

が
生

じ
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

実
践

型
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

「評
価

」
の

頁
で

後
述

し
ま

す
が

、イ
ン

タ
ー

ン

シ
ッ

プ
の

最
後

に
は

企
業

側
も

成
果

を
振

り
返

り
、今

後
の

ビ
ジ

ョ
ン

達
成

に
ど

の
よ

う
に

反
映

さ
せ

て
い

く

か
を

検
討

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
ま

す
。こ

の
よ

う
に

、効
果

的
に

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
実

施
す

る
た

め
に

関

係
す

る
部

署
へ

の
事

前
の

周
知

が
重

要
と

な
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

④
学
生
が
社
内
で
活
動
す
る
場
合
の
受
け
入
れ
体
制

学
生

が
社

内
で

活
動

す
る

場
合

の
受

け
入

れ
体

制
に

つ
い

て
も

十
分

に
確

認
の

上
、コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー

と
受

入
担

当
者

で
共

有
を

図
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。現

場
を

訪
問

す
る

際
の

学
生

の
負

担
、社

内
に

お
け

る

作
業

環
境

の
他

、複
数

の
社

員
が

関
わ

る
場

合
は

「イ
ン

タ
ー

ン
生

に
ど

こ
ま

で
厳

し
く

言
っ

て
良

い
か

」「
何

を
教

え
れ

ば
良

い
か

」
等

の
迷

い
を

防
ぐ

た
め

に
、①

～
③

の
通

知
を

行
っ

て
お

く
他

、必
要

に
応

じ
て

研
修

を
実

施
す

る
等

の
対

応
が

必
要

と
な

り
ま

す
。

®
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
法
的
迦
位
の
確
認
と
保
険
の
遍
用
範
囲

万
が

一
の

事
故

や
ト

ラ
ブ

ル
に

備
え

、イ
ン

タ
ー

ン
生

の
法

的
地

位
の

確
認

や
保

険
の

適
用

範
囲

に
つ

い
て

大
学

と
受

入
企

業
間

で
確

認
し

て
お

く
こ

と
も

重
要

で
す

。経
済

産
業

省
が

示
し

て
い

る
イ

ン
タ

ー
ン

生

を
採

用
す

る
際

の
留

意
点

等
も

参
考

に
、そ

れ
ぞ

れ
の

大
学

・受
入

企
業

の
状

況
に

応
じ

た
対

応
を

検
討

し
、事

前
に

共
有

し
て

お
き

ま
し

ょ
う

。

（ 参
考

） イ
ン

タ
ー

ン
生

を
採

用
す

る
際

の
留

意
点

（成
長
す
る
企
業
の
た
め
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
活
用
ガ
イ
ド
（経
済
産
業
省
発
行
）よ
り
抜
粋
。労
働
省
通
達
の
部
分
に
つ
い
て
は
最
新
の
も
の
に
修
正
し
た
。）

イ
ン

タ
ー

ン
生

の
法

的
娼

位
と

労
働

関
係

法
規

の
適

用

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
よ

っ
て

就
業

す
る

学
生

が
「労

働
者

」（
労

働
基

準
法

9
条

）に
該

当
す

る
場

合
は

、労
働

関
係

法
規

が
適

用
さ

れ
ま

す
。賃

金
な

ど
の

労
働

条
件

に
つ

い
て

、労
働

基
準

法
や

最
低

賃
金

法
等

の
労

働
基

準
関

係
法

令
が

適
用

さ
れ

る
と

と
も

に
、実

習
中

の
事

故
に

関
し

て
は

労
災

保
険

法
の

適
用

が
あ

る
こ

と
に

留
意

す
る

必
要

が
あ

り

ま
す

。

こ
の

点
に

つ
い

て
行

政
通

達
上

は
「イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

実
施

に
あ

た
り

、受
け

入
れ

る
企

業
等

と
学

生
の

間
に

使

用
従

属
関

係
等

が
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
場

合
な

ど
、労

働
関

係
法

令
が

適
用

さ
れ

る
場

合
も

あ
る

こ
と

に
留

意
す

る
必

要

が
あ

り
、そ

の
場

合
に

は
、企

業
等

に
お

い
て

労
働

関
係

法
令

が
遵

守
さ

れ
る

必
要

が
あ

る
。」

と
さ

れ
て

い
ま

す
（「

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
推

進
に

当
た

っ
て

の
基

本
的

考
え

方
」（

旧
労

働
省

平
成

9
年9

月1
8

日
基

発
第

6
3

6
号

、平
成

2
7

年1
2

月1
0

日
一

部
改

正
））

。従
っ

て
企

業
は

、実
施

す
る

イ
ン

タ
ー

ン
が

ど
の

よ
う

な
内

容
で

あ
る

か
を

把
握

し
た

う
え

で
、

イ
ン

タ
ー

ン
生

が
「労

働
者

」に
該

当
す

る
か

否
か

を
判

断
し

て
お

く必
要

が
あ

り
ま

す
。仮

に
「労

働
者

」に
該

当
す

る
の

で
あ

れ
ば

、労
基

法
等

の
法

規
を

遵
守

し
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。

イ
ン

タ
ー

ン
生

が
労

働
者

に
該

当
し

な
い

場
合

も
、労

災
保

険
の

適
用

の
有

無
に

か
か

わ
ら

ず
、会

社
が

学
生

に
対

し

安
全

配
慮

義
務

を
負

う
必

要
が

あ
り

、企
業

内
で

の
事

故
に

対
し

て
過

失
が

認
め

ら
れ

れ
ば

損
害

賠
償

の
責

任
が

発
生

し
ま

す
。

イ
ン

タ
ー

ン
中

の
事

故
や

ケ
ガ

ヘ
の

傭
え

万
が

一
の

事
故

や
ケ

ガ
の

場
合

に
イ

ン
タ

ー
ン

生
や

自
社

へ
の

負
担

を
で

き
る

阪
り

軽
減

す
る

た
め

、保
険

に
加

入
す

る
な

ど
し

て
リ

ス
ク

に
対

す
る

備
え

を
し

て
お

くこ
と

が
必

要
で

す
。ア

ル
バ

イ
トと

し
て

労
働

契
約

を
結

び
、賃

金
を

支
払

っ

て
い

る
場

合
は

労
災

保
険

が
適

用
さ

れ
ま

す
が

、そ
う

で
は

な
い

場
合

に
つ

い
て

は
、企

業
等

ま
た

は
学

生
個

人
が

一
般

の
傷

害
保

険
等

で
個

別
に

対
応

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
を

対
象

と
し

た
民

間
の

保
険

商
品

も
あ

り
、

通
常

よ
り

保
険

料
が

安
価

な
場

合
も

あ
り

ま
す

。（
学

校
の

正
課

ま
た

は
課

外
活

動
と

し
て

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
実

施
の

場
合

に
は

、学
生

教
育

研
究

災
害

傷
害

保
険

（任
意

加
入

）の
加

入
対

象
に

な
り

ま
す

。）

企
業

に
損

富
が

生
じ

た
場

合
へ

の
饂

え

イ
ン

タ
ー

ン
生

の
事

故
や

ケ
ガ

だ
け

で
な

く
、機

器
・ソ

フ
ト

の
損

壊
、機

密
漏

洩
、第

三
者

の
財

物
の

損
壊

等
、学

生

に
よ

る
企

業
に

対
す

る
損

害
発

生
の

リ
ス

ク
に

も
備

え
て

お
く必

要
が

あ
り

ま
す

。

ア
ル

バ
イ

ト
や

社
員

と
同

じ
く

、イ
ン

タ
ー

ン
生

の
過

失
に

よ
り

企
業

に
生

じ
た

損
害

は
、原

則
と

し
て

イ
ン

タ
ー

ン
生

が

企
業

に
対

し
て

賠
償

す
る

責
任

が
あ

り
ま

す
。し

か
し

、企
業

に
生

じ
る

損
害

が
大

き
く、

学
生

が
損

害
を

賠
償

す
る

こ
と

が

不
可

能
な

場
合

も
考

え
ら

れ
ま

す
。こ

う
し

た
状

況
に

備
え

、イ
ン

タ
ー

ン
生

が
就

業
中

に
企

業
や

第
三

者
に

生
じ

さ
せ

た

損
害

を
カ

バ
ー

す
る

保
険

に
つ

い
て

も
検

討
し

て
く

だ
さ

い
。（

※
学

校
の

正
課

ま
た

は
課

外
活

動
と

し
て

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
実

施
の

場
合

に
は

、学
研

災
付

帯
賠

償
責

任
保

険
（任

意
加

入
）の

加
入

対
象

に
な

り
ま

す
。）

ま
た

、そ
も

そ
も

企
業

秘
密

や
個

人
情

報
の

漏
洩

を
防

止
す

る
た

め
に

は
、誓

約
書

を
作

成
し

、内
容

を
説

明
し

た
上

で

学
生

に
提

出
さ

せ
る

こ
と

が
重

要
で

す
。
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7 

事
繭

準
備

⑧

事
前

事
後

研
修

を
設

計
す

る

事
前

事
後

に
イ

ン
タ

ー
ン

生
と

受
入

担
当

者
の

双
方

に
対

し
て

研
修

を
実

施
す

る
こ

と
で

、実
践

型
イ

ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
効

果
的

に
運

用
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
事

前
研

修
に

お
い

て
は

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

中
の

役

割
と

立
場

の
確

認
、事

後
研

修
に

お
い

て
は

成
果

を
今

後
の

変
化

に
結

び
つ

け
る

た
め

の
振

り
返

り
が

そ
の

目
的

と
な

り
ま

す
。

G
 

（イ
ン

タ
ー

ン
生

）
イ

ン
タ

ー
ン

生
は

学
ば

せ
て

も
ら

う
場

と
し

て
受

け
身

で
参

加
す

る
の

で
は

な
く

、企
業

の
一

員
と

し
て

任
さ

れ

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

トの
完

遂
に

責
任

を
持

つ
こ

と
を

自
覚

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

そ
の

た
め

に
業

務
に

関
連

す
る

基
礎

知
識

の
他

、モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

維
持

す
る

た
め

の
そ

れ
ぞ

れ
の

党
悟

、ビ
ジ

ネ
ス

に
臨

む
に

あ
た

っ
て

必

要
な

姿
勢

・態
度

、一
人

で
取

り
組

ま
ず

チ
ー

ム
の

一
員

と
し

て
他

の
メ

ン
バ

ー
の

力
を

引
き

出
す

意
識

、ゴ
ー

ル
を

見
据

え
て

計
画

的
に

自
身

の
取

り
組

み
を

考
え

て
い

く
視

点
等

を
伝

え
る

研
修

を
実

施
し

ま
す

。

（受
入

担
当

看
）

受
入

担
当

者
は

受
け

身
の

学
生

に
教

え
る

立
場

で
は

な
く

、パ
ー

トナ
ー

と
し

て
イ

ン
タ

ー
ン

生
を

牽
引

し
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
完

遂
に

追
＜

責
任

の
あ

る
立

場
で

あ
る

こ
と

を
自

覚
し

て
い

た
だ

く
と

と
も

に
、事

前
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
トで

生
ま

れ
る

成
果

を
企

業
の

中
で

ど
の

よ
う

に
活

か
す

か
（ア

ウ
トカ

ム
）を

考
え

て
い

た
だ

き
ま

す
。

ま

た
大

学
側

の
責

任
範

囲
、教

員
や

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
役

割
を

伝
え

、活
用

可
能

な
大

学
の

リ
ソ

ー
ス

と
し

て
認

識
す

る
と

同
時

に
、企

業
側

の
責

任
範

囲
に

つ
い

て
も

再
確

認
し

て
い

た
だ

き
ま

す
。

e
 

（イ
ン

タ
ー

ン
生

）
実

践
型

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
終

了
後

に
は

、イ
ン

タ
ー

ン
生

の
経

験
を

学
び

と
し

て
定

着
さ

せ
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

必
要

で
す

。
そ

の
た

め
に

、イ
ン

タ
ー

ン
生

の
自

己
評

価
や

キ
ャ

リ
ア

に
対

す
る

展
望

が
実

習
の

前
後

で

ど
の

よ
う

に
変

化
し

た
か

を
確

認
し

、プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト中

の
ど

の
よ

う
な

経
験

が
そ

の
変

化
の

き
っ

か
け

に
な

り
、

得
ら

れ
た

経
験

を
今

後
に

ど
の

よ
う

に
活

か
し

た
い

か
、他

の
メ

ン
バ

ー
と

意
見

交
換

し
な

が
ら

考
え

る
研

修
を

実
施

し
ま

す
。

合
わ

せ
て

個
別

面
談

等
も

実
施

し
、イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

経
験

が
修

了
生

の
今

後
の

学
び

や
行

動
に

反
映

さ
れ

る
よ

う
コ

ー
チ

ン
グ

を
行

い
ま

す
。

（受
入

担
当

看
）

受
入

担
当

者
に

は
、プ

ロ
ジ

ェ
ク

トを
通

し
て

得
ら

れ
た

成
果

物
が

社
内

で
有

効
に

活
用

さ
れ

、経
営

課
誼

の
解

決
に

む
け

た
次

の
一

手
に

つ
な

が
る

よ
う

、企
業

で
の

動
き

を
検

討
し

て
い

た
だ

き
ま

す
。

そ
の

た
め

に
、

背
景

に
あ

っ
た

経
営

課
題

と
つ

な
げ

て
プ

ロ
ジ

ェ
ク

トに
よ

っ
て

得
ら

れ
た

成
果

を
検

証
し

、成
果

を
社

内
に

実
装

し
今

後
の

経
営

に
活

用
し

て
い

く
た

め
の

手
法

を
検

討
す

る
研

修
を

実
施

し
ま

す
。

長
期

的
な

ビ
ジ

ョ
ン

に
向

け
た

次
な

る
課

題
を

検
討

す
る

こ
と

で
、実

践
型

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

と
し

て
の

次
年

度
の

取
り

組
み

も

見
え

て
き

ま
す

。

事
前

研
修

（役
割

と
立

場
の

確
認

）

運
用

期
（遵

行
）

事
後

研
修

（振
り

返
り

）

「
� チー

ム
の

一
貝

と
し

て
任

さ
れ

た
プ

ロ

ジ
ェ

ク
トの

完
遂

に
責

任
を

持
つ

こ
と

を

自
覚

す
る

。

プ
ロジ

ェ
ク

ト完
遂

に
よ

っ
て

得
ら

れた
学

び
を

捩
り返

り、
今

後
の

行
動

や
学

び
に

対
す

る
考

え
方

の
変

化
に

つ
な

げ
る

。
イ

ン
タ

ー
ン

生
（研

修
の

内
害

）

マ
イ

ン
ド

セ
ッ

ト、
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
向

上
、ビ

ジ
ネ

ス
マ

ナ
ー

、チ
ー

ム
ビ

ル
ド

、

計
画

作
り、

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

等

「
― パ

ー
トナ

ー
と

し
て

イ
ン

タ
ー

ン
生

を
牽

引

し
、プ

ロジ
ェ

ク
トを

完
遂

に
追

＜責
任

の

あ
る

立
場

で
あ

る
こ

と
を

自
覚

す
る

。
受

入
狙

当
者

（研
修

の
内

害
）

L
"

"
ジ

ェ
ク

トの
再

確
認

学
生

と
の

協

働
の

留
意

点
確

認
、企

業
内

部
で

期
待

さ
れる

効
果

の
検

証
（副

次
的

効
果

）等

| プ
ロジ

ェ
ク

トを
完

遂
し

、

経
営

課
題

に
沿

っ
た

1年
後

ま
で

に
実

現
し

た
い

到
達

目
標

に
つ

| い
て

、具
体

的
な

成
果

を
出

す

（研
修

の
内

害
）

プ
ロジ

ェ
ク

トの
振

返
り

、自
己

評
価

の

変
化

の
振

り返
り、

今
後

の
学

び
や

キ
ャ

リア
の

展望
等

得
ら

れ
た

成
果

と
企

業
の

ビ
ジ

ョ
ン

の
関

係
を

再
確

認
し

、具
体

的
な

社
内

で
の

活
用

に
つ

な
げ

る
。

（研
修

の
内

害
）

成
果

の
検

証
、成

果
を

今
後

の
経

営
に

活
用

す
る

手
法

の
検

討
（社

内
実

装
）、

次
の

課
題

の
検

討
等

26
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実

践
型

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
「運

用
」

目
標

到
達

に
向

け
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
取

り
組

む
運

用
期

に
入

る
と

、コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

の
伴

走
者

と
な

り
完

遂
に

必
要

な
支

援
全

般
を

行
い

ま
す

。
取

り
組

む
主

体
は

イ
ン

タ
ー

ン
生

及
び

受
入

担

当
者

で
す

が
、取

り
組

み
の

中
で

イ
ン

タ
ー

ン
生

は
様

々
な

困
難

や
壁

に
直

面
し

、歩
み

を
止

め
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、設

計
段

階
で

あ
る

程
度

の
ゴ

ー
ル

ヘ
の

筋
道

を
描

い
て

い
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
あ

っ
て

も
、実

際
の

仮
説

検
証

の
中

で
思

い
通

り
に

進
ま

ず
、目

標
到

達
ま

で
の

プ
ロ

セ
ス

を
検

討
し

直
す

必
要

が

出
て

く
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

そ
う

し
た

場
合

、コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

は
適

切
な

フ
ォ

ロ
ー

を
行

っ
て

そ
の

状
況

を

修
正

し
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

6
ヶ
月
閏
を
想
定
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
用
の
動
き

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
運

用
は

内
容

や
期

間
に

よ
っ

て
も

異
な

り
ま

す
が

、徳
島

大
学

が
設

定
し

た
6

ヶ
月

の
期

間
で

は
、大

き
な

流
れ

と
し

て
①

現
場

体
験

期
、②

仮
説

検
証

へ
の

移
行

期
、③

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ヘ
の

集
中

期
の

3
つ

の
フ

ェ
ー

ズ
で

進
ん

で
い

ま
す

。
①

は
最

初
の

一
ヶ

月
程

度
で

、通
常

の
現

場
業

務
の

体
験

を
通

し
て

企
業

の
現

状
や

課
題

を
確

認
し

つ
つ

、関
係

者
と

の
信

頼
関

係
を

構
築

し
ま

す
。

②
は

次
の

ニ
ヶ

月
程

度
の

期
間

で
、現

場
の

状
況

を
踏

ま
え

つ
つ

、プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
目

的
に

向
け

た
仮

説
検

証
に

つ
な

が
る

業
務

を
中

心
に

移
行

し
て

い
き

ま
す

。
③

は
後

半
の

三
ヶ

月
で

、プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
目

標
到

達
に

向
け

て
集

中

で
き

る
よ

う
業

務
の

自
由

度
を

確
保

し
、チ

ー
ム

が
自

立
し

て
仮

説
検

証
を

進
め

ら
れ

る
状

況
に

な
る

必
要

が

あ
り

ま
す

。

イ
ン
タ

ー
ン
開
始
後
の
学
生
の
成
長
の
流
れ

(6
ヶ月
程
度
の
イ
ン
タ

ー
ン
期
問
の
例
）

学
生
個
人
の
資
質
や
イ
ン
タ

ー
ン
の
業
務
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、一
般
的
な
学
生
の
成
長
は
以
下
の
よ
うな
流
れ
に
な
り
ま
す
。

学
生
が
つ
ま
ず
き
や
す
い
ポ
イ
ン
トで
、面
談
等
の
7
ォ
ロ

ー
を
行
い
、成
長
を
促
す
よ
うに
し
ま
す
。

学 生 成 長

6
ヶ

月

（「
成
長
す
る
企
業
の
た
め
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ップ
活
用
ガ
イ
ド」

（経
済
産
業
省
発
行
）を
某
に
作
成
）

イ
ン
タ

ー
ン
生
の
つ
ま
ず
き
に
対
す
る
フ
ォ
ロ

ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
進

め
る

中
で

イ
ン

タ
ー

ン
生

が
「

課
題

が
越

え
ら

れ
ず

取
り

組
み

が
止

ま
る

」「
目

的
や

目

標
を

見
失

う
」「

現
状

に
満

足
す

る
」「

主
体

性
が

な
く

な
る

」「
不

完
全

燃
焼

で
不

満
が

た
ま

る
」な

ど
、困

難

や
壁

に
直

面
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
①

現
場

体
験

期
で

は
、企

業
や

仕
事

に
馴

染
め

な
い

、②
移

行
期

で

は
低

い
レ

ベ
ル

で
の

満
足

、③
集

中
期

で
は

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

低
下

な
ど

、そ
れ

ぞ
れ

イ
ン

タ
ー

ン
生

が
陥

り
や

す
い

壁
が

あ
り

ま
す

。
壁

を
乗

り
越

え
た

成
功

体
験

は
イ

ン
タ

ー
ン

生
を

大
き

く
成

長
さ

せ
ま

す
が

、コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

は
こ

の
よ

う
な

壁
を

事
前

に
予

測
、あ

る
い

は
状

況
か

ら
察

知
し

、イ
ン

タ
ー

ン
生

が
乗

り
越

え

る
た

め
の

支
援

を
考

え
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

鶴
鳥

大
学

の
事

例
紹

介

20
16
年
度
「
大
塚
テ
ク
ノ
株
式
会
社
」で
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ

大
塚

テ
ク

ノ
株

式
会

社
は

医
療

用
の

輸
液

関
連

製
品

等
の

開
発

・製
造

に
取

り
組

む
、世

界
的

に
も

非
常

に
高

い
技

術
と

競
争

力
を

持
っ

た
企

業
で

す
が

、新
卒

採
用

が
大

幅
に

増
え

る
傾

向
の

中
、小

企
業

に
と

っ
て

生
命

線
で

も
あ

る
人

材
確

保
が

厳
し

い
状

況
に

あ
る

こ
と

が
経

営
課

題
で

し
た

。
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

で
は

こ
の

課
題

解
決

に
貢

献
す

る
第

一
歩

と
し

て
、採

用
さ

れ
る

学
生

の
目

線

で
受

入
企

業
の

魅
力

を
整

理
し

、効
果

的
に

P
R

す
る

た
め

の
採

用
ツ

ー
ル

を
作

成
す

る
こ

と
を

到
達

目
標

と
し

ま
し

た
。

メ
ン

バ
ー

は
最

初
、同

様
の

採
用

タ
ー

ゲ
y卜

を
設

定
し

て
い

る
と

想
定

さ
れ

る
他

社
の

企
業

紹
介

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

等
を

入
手

し
、そ

こ
か

ら
受

入
企

業
に

も
活

用
で

き
る

要
素

を
取

り
入

れ
た

改
善

案
を

作
成

し
ま

し
た

。
し

か
し

、中
間

報
告

に
て

企
業

か
ら

「学
生

の
目

線
が

反
映

さ
れ

て
お

ら
ず

、根
本

的
な

問
題

解
決

に
は

至
っ

て
い

な
い

」と
指

摘
を

受
け

ま
し

た
。

こ
の

評
価

は
メ

ン
バ

ー
に

は
大

き
な

挫
折

で
し

た
。

反
省

を
行

う
中

で
、原

因
は

企
業

の
受

入
担

当
者

と
イ

ン
タ

ー
ン

生
の

間
に

チ
ー

ム
と

し
て

目
標

を
達

成
す

る
意

識
が

育
っ

て
お

ら
ず

、と
り

あ
え

ず
課

題
を

形
に

す
れ

ば
良

い
と

い
う

考
え

方
で

、必
要

要
件

で
あ

る
「

学
生

の
目

線
」を

考
え

る
こ

と
な

く
安

易
に

仕
事

を
進

め
て

し
ま

っ
た

こ
と

に
気

が
つ

き
ま

し
た

。

再
始

動
し

た
受

入
担

当
者

と
イ

ン
タ

ー
ン

生
の

チ
ー

ム
は

進
め

方
の

再
検

討
を

行
い

、期
待

さ
れ

る
成

果
は

学
生

目
線

で
十

分
に

リ
サ

ー
チ

を
行

い
、こ

れ
を

反
映

さ
せ

た
採

用
ツ

ー
ル

を
提

案
す

る
こ

と
で

あ
る

こ
と

を
確

認
し

ま
し

た
。

そ
こ

で
、就

職
活

動
に

望
む

学

生
像

の
分

析
を

行
い

、学
生

に
伝

え
る

べ
き

情
報

は
「企

業
の

優
れ

た
技

術
や

製
品

情
報

」で
は

な
く

「企
業

で
慟

く
イ

メ
ー

ジ
」と

し

て
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

進
め

る
よ

う
方

針
を

切
り

替
え

ま
し

た
。

実
際

に
働

く
人

の
声

を
取

り
入

れ
る

た
め

、様
々

な
部

署
で

働
く

社
員

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

を
受

入
担

当
者

が
調

整
し

、イ
ン

タ
ー

ン
生

が
実

施
し

ま
し

た
。

1日
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

、仕
事

の
や

り
が

い
、余

暇
の

過

ご
し

方
、製

品
に

対
す

る
思

い
等

、学
生

と
し

て
企

業
を

選
ぶ

際
に

関
心

の
あ

る
情

報
を

「人
」を

中
心

に
聞

き
出

し
成

果
物

に
反

映

さ
せ

、最
終

報
告

会
で

受
入

企
業

の
役

員
に

向
け

た
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

に
臨

み
ま

し
た

。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
よ

っ
て

、イ
ン

タ
ー

ン
生

は
挫

折
か

ら
原

因
を

考
え

た
経

験
の

意
義

や
、チ

ー
ム

で
の

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

を
有

意
義

に
す

る
た

め
の

準
備

の
必

要
性

な
ど

の
気

づ
き

が
得

ら
れ

た
と

振
り

返
っ

て
い

ま
す

。
こ

の
よ

う
に

、プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
進

め
る

中
で

イ
ン

タ
ー

ン
生

は
知

識

の
不

足
や

思
い

込
み

な
ど

か
ら

、受
入

担
当

者
は

自
身

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

達
成

の
責

任
者

で
あ

る
と

い
う

認
識

の
不

足
か

ら
、目

標
到

達
を

阻
む

壁

に
突

き
当

た
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

は
壁

を
察

知
し

つ

っ
、イ

ン
タ

ー
ン

生
が

自
分

た
ち

で
そ

の
原

因
に

気
づ

き
、乗

り
越

え
ら

れ

る
よ

う
な

支
援

を
考

え
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

27
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プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト運
用

に
あ

た
っ

て
の

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

と
の

役
割

分
担

プ
ロ
ジ
ェ
ク
トの

運
用
に
は
受
入
企
業
、受

入
担
当
者
、教

員
、学

生
サ
ポ

ー
タ

ー
等
、様

々
な
ス
テ

ー
ク

ホ
ル
ダ

ー
の
協
力
が
必
要
で
す
。コ

ー
デ
ィ
ネ

ー
タ

ー
は
調
整
役
と
し
て
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
の
役
割
を
確
認

し
、適

切
な
関
係
の
中
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トが

進
む
た
め
に
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ

ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
トの

事
業
主
体
は
受
入
企
業
・団
体
で
あ
り
、コ

ー
デ
ィ
ネ

ー
タ

ー
は
あ
くま
で
支
援
役
で
す
。コ

ー

デ
ィ
ネ

ー
タ

ー
は
受
入
担
当
者
と
イ
ン
タ

ー
ン
生
が
適
切
な
関
係
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トを
進
め
ら
れ
る
よ
う
伴
走
し

つ
つ
、プ

ロ
ジ
ェ
ク
トが

完
遂
す
る
た
め
の
様
々
な
調
整
や
支
援
を
行
い
ま
す
。

受
入

企
業

プ
ロ
ジ
ェ
ク
トの

目
標
を
決
定
し
、達

成
に
責
任
を
持
つ
の
は
企
業
で
す
。
コ

ー
デ
ィ
ネ

ー
タ

ー
は
企
業
の
経

営
者
（決

定
権
限
を
持
つ
役
職
の
方
）と
受
入
担
当
者
を
交
え
た
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、実

施
に
伴
う
責
任

と
企
業
の
メ
リ
ッ
トを
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
経
営
者
と
受
入
担
当
者
の
間
で
意
思
が
共
有
さ
れ
る

と
、受

入
担
当
者
は
強
い
関
与
と
責
任
を
も
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トに

臨
め
ま
す
。

受
入

担
当

者
受
入
担
当
者
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トの

運
営
責
任
を
担
い
ま
す
。イ
ン
タ

ー
ン
生
と
協
働
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トを
完
遂

さ
せ
る
立
場
で
あ
り
、ア

ド
バ
イ
ザ

ー
で
は
な
くパ

ー
トナ

ー
で
す
。受

入
担
当
者
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トヘ

の
関
与

の
度
合
い
は
イ
ン
タ

ー
ン
生
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
持
続
に
も
大
き
く影

轡
し
ま
す
。事

前
の
研
修
や
打
ち
合

わ
せ
を
通
し
て
、責

任
と
役
割
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

教
員

学
生
が
客
観
的
に
自
身
の
学
び
を
確
認
す
る
た
め
に
、取

り
組
み
に
関
連
す
る
専
門
性
を
持
つ
教
員
が
レ

ビ
ュ
ア

ー
と
な
る
こ
と
が
有
効
で
す
。教

員
が
イ
ン
タ

ー
ン
生
の
時
々
の
仮
説
検
証
の
成
果
や
取
り
組
み
を
通

じ
た
成
長
を
評
価
す
る
こ
と
は
、動

機
付
け
に
も
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。ま

た
必
要
に
応
じ
て
知
識
を
提
供
す

る
相
談
役
、テ

ク
ニ
カ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
役
割
を
担
う
教
員
も
必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

学
生
サ
ポ

ー
タ

ー

先
輩
や
大
学
院
生
等
の
学
生
サ
ポ

ー
タ

ー
は
、コ

ー
デ
ィ
ネ

ー
タ

ー
や
教
員
よ
り
学
生
に
近
い
立
場
の
支
援

役
で
あ
り
、イ
ン
タ

ー
ン
生
に
と
っ
て
心
強
い
存
在
で
す
。徳

島
大
学
で
は
、過

去
に
実
践
型
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ

プ
を
修
了
し
た
学
生
有
志
(O
B
、O
G
)が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
な
り
、プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト全

体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト、
イ
ン

タ
ー
ン
生
に
対
す
る
メ
ン
タ
リ
ン
グ
・コ

ー
チ
ン
グ
、研

修
の
サ
ポ

ー
トな

ど
、様

々
な
場
面
で
コ

ー
デ
ィ
ネ

ー
タ

ー

の
運
営
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

業
企

入
受

入 ● 麟
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プ
ロ
ジ
ェク
トの
目
標
を
決
定
し、
達
成
に
責
任
を

持
つ
。

プ
ロ
ジ
ェク
トの
運
営
に
賓
任
を
持
ち
、イ
ン
タ

ー

ン
生
と
協
働
して
プ
ロ
ジ
ェク
トを
完
遂
させ
る
。

イン
タ

ー
ン
生
の
学
び
を
評
価
し、
動
機
づ
け
る
。

専
門
的
な
行
き
詰
ま
りに

ア
ドバ

イス
を
行
う。

学
生
に
近
い
立
場
の
支
援
役
と
して
、イ
ン
タ

ー

ン
シ
ップ

進
行
の
様
々
な
場
面
で
活
躍
す
る
。

糠
島
大
学
の
事
例
紹
介

2
0
17
年
震
「
有
隅
会
社
樫
山
農
園
」で
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ

有
限
会
社
樫
山
農
固
は
、家

業
と
し
て
農
業
を
お
こ
な
う
農
家
か
ら
、社

員
を
雇
用
し
て
事
業
と
し
て
農
業
を
行
う
会
社
組
織
に
転
換
す

る
時
期
に
あ
り
ま
し
た
。経

営
者
は
「経

営
理
念
を
社
員
へ
浸
透
さ
せ
る
」こ
と
が
経
営
課
題
と
考
え
て
お
り
、イ
ン
タ

ー
ン
生
3名

が
課
題

解
決
の
た
め
の

一
歩
と
し
て
「組

織
体
制
の
整
備
と
中
期
経
営
計
画
の
立
案
」を
到
達
目
標
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トに

取
り
組
み
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
トの

序
盤
に
は
企
業
を
訪
問
し
て
社
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
行
い
ま
し
た
。数

日
か
け
て
現
行
の
業
務
内
容
や
組
織
体

制
に
つ
い
て
聞
き
取
り
、整

理
し
た
情
報
を
も
と
に
今
後
3
年
で
農
業
法
人
と
し
て
ど
の
よ
う
な
組
織
体
制
が
必
要
か
検
討
を
進
め
ま
し

た
。学

生
サ
ポ

ー
タ

ー
（イ
ン
タ

ー
ン
生
O
B
、O
G
)や

専
門
知
見
を
持
っ
た
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
教
員
に
も
相
談
を
行
い
、ア

プ
ロ

ー
チ
と
し
て

「経
営
理
念
」を
具
現
化
さ
せ
て
い
く
た
め
の
人
材
像
を
考
え
、「
こ
う
し
た
人
材
を
動
か
す
た
め
の
組
織
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
？
」と
い
う

視
点
か
ら
組
織
体
制
と
仕
事
の
流
れ
を
図
表
に
落
と
し
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。図

表
は
経
営
者
と
共
に
数
度
練
り
直
し
を
行
い
、今

後

の
組
織
体
制
の
理
想
図
を
形
に
し
ま
し
た
。経

営
者
と
共
に
あ
る
べ
き
法
人
の
姿
を
具
体
化
し
た
こ
と
で
、経

営
者
に
よ
っ
て
並
行
し

て
作
成
が
進
め
ら
れ
て
い
た
中
期
経
営
計
画
に
人
材
育
成
の
視
点
が
組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。

後
半
は
経
営
計
画
と
連
動
し
た
人
材
育
成
の
た
め
の
年
次
計
画
作
り
に
イ
ン
タ

ー
ン
生
が
取
り
組
み
ま
し
た
。最

終
成
果
物
と
し
て
、

中
期
経
営
計
画
の
中
に
イ
ン
タ

ー
ン
生
も
参
画
し
た
人
材
育
成
計
画
が
組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。プ

ロ
ジ
ェ
ク
トの

最
終
日
に
は
イ
ン
タ

ー

ン
生
が
完
成
し
た
中
期
経
営
計
画
の
発
表
を
行
い
、社

員
に
内
容
を
伝
え
つ
つ

経
営
者
か
ら
の
レ
ビ
ュ

ー
を
受
け
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、プ

ロ
ジ
ェ
ク
トの

中
で
多
様
な
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
が
イ
ン
タ

ー
ン

生
と
関
係
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、イ
ン
タ

ー
ン
生
の
成
長
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トの

成
果

に
良
い
影
響
を
も
た
ら
す
効
果
が
望
め
ま
す
。コ

ー
デ
ィ
ネ

ー
タ

ー
に
は
ス
テ

ー
ク
ホ

ル
ダ

ー
と
学
生
の
間
に
良
い
相
互
関
係
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
場
を
設
定
し
つ
つ
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
トを
進
行
し
て
い
くこ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
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実
践

型
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

「評
価

」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
トの
完
了
後
に
は
、そ
の
成
果
を
評
価
し
、以
降
の
取
り
組
み
に
つ
な
げ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
ま
す
。イ
ン
タ

ー
ン
生
に
つ
い
て
は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト完
遂
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
学
び
を
振
り
返
り
、今
後
の
行

動
や
学
び
に
対
す
る
考
え
方
の
変
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。受

入
企
業
に
つ
い
て
は
、得
ら
れ
た

成
果
と
企
業
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
関
係
を
再
確
認
し
、具
体
的
な
社
内
で
の
活
用
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
う
し
た
点
は
、「
事
前
準
備
③
：事
前
事
後
研
修
を
設
計
す
る
」の
項
目
で
解
説
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、コ

ー
デ
ィネ

ー
タ

ー
に
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
を
評
価
し
次
年
度
に
向
け
た
改
善
を
進
め
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
大
学
教
育
の
中
で
の
実
践
型
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
位
置
付
け
や
、

溢
入
の
目
的
と
も
関
わ
り
ま
す
か
ら
、大
学
に
お
け
る
評
価
や
組
織
的
な
F
D
と
合
わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
組
織
的
な
視
点
か
ら
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
課
題
を
提
起
し
て
い
く
こ
と
も
、広
く

は
コ

ー
デ
ィネ

ー
タ

ー
の
役
割
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

麟

企
霙

学
生

籠 大
学

r  整 成

を
ル 録

の 二 [

間 レ 砂 履 ゜） ス り す

の ぉ ま

09 て 、年 ＿
L P ' >  

の 四 � 5 [ヽ て みしし
て と 組

学 ケ

し 目 を

施 ル

大 ス

科
の島 施 実
で 位 氾

単 ケ徳 実 学
2 ス大

痢 島 年 て

滲 徳 通 せ、 は わ

で 合て
し

1 知 豆 国

参 島 事2 徳 学 2月
～
3月

企
業
訪
問

●
実
施
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
検
討

●
候
補
企
業
の
絞
り込
み
、視
察
・挨
拶

●
候
補
先
企
業
で
の
ミー
テ
ィン
グ
・プ
ロ
ジ
ェク
ト設
計

3月
～
4月

学
内
広
輯

●
学
生
へ
の
広
報
（チ
ラ
シ
、メ

ー
ル
等
で
の
案
内
）

●
学
生
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
で
の
授
業
案
内

●
事
前
説
明
会
の
実
施

4月
～
6月

マ
ッ
チ
ン
グ

●
プ
ロ
ジ
ェク
ト説
明
会
（イ
ン
ター
ン
シ
ップ
フェ
ア
）の
実
施

●
希
望
学
生
に
対
す
る
面
談

（動
横
・条
件
・エ
ン
トリ

ー
意
思
確
認
）

●
学
生
の
エ
ン
トリ

ー
シ

ー
トの
作
成
と
コ

ー
デ
ィネ

ー
タ

ー

に
よ
る
添
削

●
受
入
担
当
者
に
よ
る
面
接
と
イ
ン
タ

ー
ン
生
の
決
定

6月
事
請
研
修

●
イ
ン
タ

ー
ン
生
に
対
す
る
事
前
研
修
（各
プ
ロジ
ェク
ト）

●
受
入
担
当
者
に
対
す
る
事
前
研
修
（各
プ
ロジ
ェク
ト）

7月
～
9月

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
行
（饒
半
）

●
現
地
で
の
研
修
・業
務
体
験
と
課
題
の
把
握

●
プ
ロ
ジ
ェク
トヘ
の
取
り組
み

10
月

中
閾
報
告
会

●
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョン
作
成

●
中
間
報
告
会
の
実
施
と
レ
ビ
ュ

ー

10
月
～
12
月

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
遍
行
（後
半
）

●
プ
ロ
ジ
ェク
トヘ
の
取
り組
み

●
目
標
到
達
に
向
け
た
追
い
込
み

1月
最
終
輯
音
会

●
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョン
作
成

●
最
終
報
告
会
の
実
施
と
レ
ビ
ュ

ー

1月
～
2月

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
行
（捕
完
）

●
成
果
の
洗
練
に
向
け
た
補
完
作
業

1月
～
2月

事
後
研
修

●
イ
ン
タ

ー
ン
生
振
り返
り会

●
企
業
担
当
者
振
り返
り会

●
FD
・シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
（学
内
プ
ログ
ラ
ム
とし
て
の
振
り返
り）
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.1

2
 

ま
と

め
：

良
い

プ
ロ

ジ
ェ

ク
トと

は

こ
こ
ま
で
を
振
り
返
っ
て
、ど
の
よ
う
な
条
件
が
揃
え
ば
「良
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト」
に
な
る
か
、考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。ま
ず
は
、「
経
営
者
が
本
気
で
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
」課
題
に
取
り
組
む
こ
と
で
す
。プ
ロ

ジ
ェ
ク
トの
連
営
に
責
任
を
持
つ
の
は
企
業
の
社
員
で
あ
る
受
入
担
当
者
で
す
。企
業
に
と
っ
て
の
本
気
の

課
題
で
あ
れ
ば
、受
入
担
当
者
の
積
極
性
が
期
待
で
き
ま
す
。次
に
、「
到
達
す
べ
き
目
標
が
明
確
」で
あ
り

「目
標
達
成
ま
で
に
仮
説
検
証
を
繰
り
返
す
必
要
が
あ
る
」こ
と
で
す
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
トの
目
標
を
決
定
し
、達

成
に
責
任
を
持
つ
の
は
企
業
で
す
。何
の
た
め
に
何
を
す
る
か
が
イ
ン
タ

ー
ン
生
任
せ
で
は
、イ
ン
タ

ー
ン
生

は
無
為
に
迷
い
時
間
を
無
駄
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。ま
た
、「
多
様
な
関
係
者
（特
に
顧
客
）か
ら
の
フ
ィ

ー
ド

バ
ッ
ク
が
得
ら
れ
る
」こ
と
で
、学
生
は
や
り
が
い
、自
身
の
取
り
組
み
の
意
義
を
実
感
し
ま
す
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
設
計
の
段
階
で
、フ
ィ

ー
ドバ
ッ
ク
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
込
ん
で
お
くこ
と
が
重
要
で
す
。

こ
う
し
た
視
点
を
イ
ン
タ

ー
ン
生
の
側
か
ら
捉
え
る
と
「な
ん
と
か
で
き
る
」「
取
り
組
む
価
値
が
あ
る
」「
面
白

い
・ 達
成
感
が
あ
る
」と
い
っ
た
言
葉
に
な
る
で
し
ょ
う
。そ
の
よ
う
に
思
え
る
課
題
に
つ
い
て
、様
々
な
壁
を
乗

り
越
え
て
完
遂
ま
で
た
ど
り
着
くこ
と
で
、イ
ン
タ

ー
ン
生
は
「

一
皮
剥
け
る
経
験
」が
得
ら
れ
ま
す
。

一
皮

剥
け

る
経

験
と

は
イ
ン
タ

ー
ン
生
が
実
際
の
企
業
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
障
壁
や
困
難
を
乗
り
越
え
る
経
験
を
経
て
、実
社

会
で
活
躍
す
る
先
輩
や
リ

ー
ダ

ー
か
ら
フ
ィ

ー
ドバ
ッ
ク
を
得
る
こ
と
で
社
会
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
成
長
と
は

何
か
を
掴
み
、今
後
の
大
学
や
社
会
で
の
学
び
に
意
識
的
に
臨
め
る
よ
う
に
視
野
が
広
が
る
こ
と
が
、実
践

型
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
す
。こ
う
し
た
経
験
が
で
き
る
要
素
が
十
分
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
良
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トの
条
件
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

1．
経
営
者
が
本
気
で
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
る

2
．到
違
す
ぺ
き
目
標
が
明
確
で
あ
る

3
.
目
標
達
成
ま
で
に
仮
説
検
証
を
繰
り
返
す
必
要
が
あ
る

4
.
多
様
な
関
係
者
（特
に
顧
客
）か
ら
の
フ
ィ

ー
ドバ
ッ
ク
が
得
ら
れ
る

5
．イ
ン
タ

ー
ン
生
が
「
な
ん
と
か
で
き
る
」
「
取
り
繍
む価
値
が
あ
る
」

「
面
白
い
•違
成
感
が
あ
る
」
と
思
え
る

一
皮

剥
け

る
経

験
が

得
ら

れ
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

実
際
の
企
業
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
陣
壁
や
困
露
を
彙
り
越
え
る
経
験
を
経
て
、実
社
会
で
活
躍
す
る

先
輩
や
，)

ー
ダ

ー
か
ら
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
を
得
る
こ
と
で
社
会
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
成
長
と
は
何
か
を

羅
み
、
今
後
の
大
学
や
社
会
で
の
学
び
に
意
識
的
に
臨
め
る
よ
う
に
視
野
が
広
が
る
。

コ
ー

デ
ィネ

ー
タ

ー
の

勘
所

こ
こ

で
は

、1
章

、2
章

で
見

て
き

た
実

践
型

イ
ン

タ
ー

ン

シ
ッ

プ
を

進
め

て
い

く
に

あ
た

り
、コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

視
点

か
ら

特
に

留
意

す
べ

き
勘

所
を

整
理

し
ま

し
た

。コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

は
開

発
期

、運
用

期
、評

価
期

の
そ

れ
ぞ

れ
の

フ
ェ

ー
ズ

に
お

い
て

、性
質

の
異

な
る

業
務

に
取

り
編

ん
で

い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。そ
れ

ぞ
れ

の
場

面
で

勘
所

を
集

約
さ

せ

て
良

い
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

作
っ

て
い

く
こ

と
が

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
腕

の
見

せ
所

と
な

り
ま

す
。

ま
た

、こ
の

よ
う

な
コ

ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
育

成
す

る
に

あ
た

っ
て

の
参

考
と

し
て

、徳

島
大

学
で

作
成

し
て

い
る

職
能

の
指

標
を

紹
介

し
ま

す
。
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.1

 
コ

ー
デ

ィネ
ー

タ
ー

の
10

の
勘

所

最
後
に
、コ

ー
デ
ィネ

ー
タ

ー
の
視
点
か
ら
見
た
実
践
型
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
勘
所
を
確
認
し
ま
す
。

勘
所

1
育
成
す
ぺ
き
能
力
を
踏
ま
え
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
を
検
討
す
る
（→

1.
1)

育
成
す
べ
き
能
力
に
よ
っ
て
適
切
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
異
な
り
ま
す
。大

学
が
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
教
育
を
追

入
す
る
目
的
と
育
成
す
べ
き
能
力
を
踏
ま
え
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
を
検
討
す
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

勘
所

2
関
係
者
そ
れ
ぞ
れ
の
便
益
9こ
沿
う
よう

利
害
調
整
を
行
う
（→

1.
2)

大
学
、学

生
、企

業
が
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
す
る
目
的
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。各

関
係
者
の
メ

リ
ッ
トに

沿
う
よ
う
利
害
調
整
を
行
い
つ
つ
、プ

ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
立
て
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

勘
所

3
成
否
の
8
割
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
計
で
決
ま
る
（→

2.
1~
2.
4)

実
践
型
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
成
否
の
勘
所
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト設

計
に
あ
り
ま
す
。候

補
先
企
業
と
の
打
ち

合
わ
せ
を
十
分
に
行
い
、要

点
を
抑
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トを
組
み
立
て
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

勘
所

4
経
営
者
が
本
気
で
取
り
編
み
た
い
経
営
課
題
を
扱
う
（→

2.
1,
2.
2)

成
果
物
が
活
用
さ
れ
る
イ
メ

ー
ジ
が
持
て
な
い
課
題
や
、受

入
担
当
者
の
熱
意
が
見
え
な
い
課
題
に
は
イ

ン
タ

ー
ン
生
の
意
欲
は
湧
き
ま
せ
ん
。担

当
者
の
熱
意
を
引
き
出
す
た
め
に
も
、プ

ロ
ジ
ェ
ク
トで

は
経
営
者

が
本
気
で
取
り
組
み
た
い
経
営
課
題
を
扱
う
こ
と
が
肝
心
で
す
。

勘
所

5
ブ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
と
そ
こ
に
至
る
仮
説
検
証
の
道
筋
を

明
確
に
す
る
（→

2.
2~
2.
4 )

プ
ロ
ジ
ェ
ク
トを
進
め
る
中
で
ゴ

ー
ル
が
見
え
な
く
な
る
こ
と
は
イ
ン
タ

ー
ン
生
が
挫
折
を
感
じ
る
大
き
な
要

因
で
す
。設

計
段
階
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トの

到
達
目
標
と
そ
こ
に
至
る
仮
説
検
証
の
道
筋
を
整
理
し
て
お
くこ

と

が
肝
心
で
す
。

勘
所

6
事
請
に
企
婁
•受

入
担
当
者
と
イ
ン
タ

ー
ン
生
の
閏
で
方
針
を

共
有
す
る
（→

2.
5~
2.
7 )

ア
ン
マ
ッ
チ
ン
グ
や
開
始
後
の
トラ

ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
、課

題
·目
標
・プ
ロ
セ
ス
を
確
認
す
る
説
明
会
、熱

意
を
確
認
す
る
エ
ン
トリ

ー
シ

ー
トや

面
接
、そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
確
認
す
る
事
前
研
修
な
ど
の
取
り

組
み
を
実
施
し
ま
す
。プ

ロ
ジ
ェ
ク
トが

始
ま
る
段
階
で
「
チ

ー
ム
」と
し
て
受
入
担
当
者
・学

生
の
自
覚
が
生

ま
れ
て
お
り
、そ
の
チ

ー
ム
を
企
業
側
が
承
認
・支

持
す
る
環
境
が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

勘
所

7
入
念
に
準
偏
し
、柔

軟
に
運
用
す
る
（→

2.
8)

入
念
に
準
備
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トで

あ
っ
て
も
、イ
ン
タ

ー
ン
生
は
困
難
や
壁
に
直
面
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ

ー
は
こ
の
よ
う
な
壁
を
予
測
、或

い
は
察
知
し
て
イ
ン
タ

ー
ン
生
が
乗
り
越
え
る
た
め
の
適
切

な
支
援
を
行
い
ま
す
。場

合
に
よ
っ
て
は
受
入
担
当
者
と
協
議
の
元
で
到
達
目
標
や
プ
ロ
セ
ス
を
再
検
討
す

る
よ
う
な
手
立
て
も
含
め
、プ

ロ
ジ
ェ
ク
トを
柔
軟
に
運
用
す
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

勘
所

8
様
々
な
関
偏
者
と
イ
ン
タ

ー
ン
生
の
閏
に
良
質
な

相
互
作
用
を
つ
く
る
（→

2.
9)

プ
ロ
ジ
ェ
ク
トの

運
用
に
は
受
入
企
業
、受

入
担
当
者
、教

員
、学

生
サ
ポ

ー
タ

ー
等
、様

々
な
関
係
者
の

協
力
を
作
り
出
す
こ
と
が
肝
要
で
す
。コ

ー
デ
ィ
ネ

ー
タ

ー
は
調
整
役
と
し
て
関
係
者
の
役
割
を
確
認
し
、関

係
者
と
イ
ン
タ

ー
ン
生
の
間
に
良
質
な
相
互
作
用
が
生
ま
れ
る
場
を
作
り
な
が
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トが

進
む
た
め

に
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

勘
所

9
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
に
「
次
の

一
手
」を

確
認
す
る
（→

2.
10
)

イ
ン
タ

ー
ン
生
、受

入
企
業
双
方
に
つ
い
て
、プ

ロ
ジ
ェ
ク
トを
実
施
し
た
こ
と
が
「
次
の

一
手
」と

な
る
行

動
に
つ
な
が
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。事

後
研
修
と
し
て
振
り
返
り
を
行
い
、学

生
で
あ
れ
ば
今
後
の
学
び
、企

業
で
あ
れ
ば
成
果
物
を
活
用
し
た
新
た
な
取
り
組
み
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

勘
所

10
ィ
ン
タ

ー
ン
生
に
「一

皮
剥
け
る
」経

験
を
さ
せ
る
（→

2.
12
)

実
践
型
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
う
目
的
は
な
に
よ
り
イ
ン
タ

ー
ン
生
の
成
長
、「

一
皮
剥
け
る
」経

験
を
さ

せ
る
こ
と
に
尽
き
る
で
し
ょ
う
。こ

の
よ
う
な
勘
所
を
集
約
さ
せ
て
良
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トを
作
っ
て
い
くこ

と
が
コ

ー

デ
ィネ

ー
タ

ー
の
腕
の
見
せ
所
で
す
。

＂ 〇
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3.
2 

（参
考
） コ

ー
デ
ィ
ネ

ー
タ

ー
の
育
成
指
標

実
践

型
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
は

大
学

も
企

業
も

こ
れ

ま
で

に
な

い
取

り
組

み
と

し
て

導
入

を
図

っ
て

い
る

プ

ロ
グ

ラ
ム

で
す

か
ら

、
実

際
は

業
務

を
回

し
な

が
ら

、
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と

し
て

の
ス

キ
ル

を
磨

い
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

で
し

ょ
う

。

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

は
開

発
期

、
運

用
期

、
評

価
期

の
そ

れ
ぞ

れ
の

フ
ェ

ー
ズ

に
お

い
て

、
性

質
の

異
な

る

業
務

に
取

り
組

ん
で

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

ま
ず

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

理
解

す
る

段
階

か
ら

、
効

果
的

に
プ

ロ
グ

ラ

ム
を

実
施

で
き

る
段

階
、

最
終

的
に

は
大

学
運

営
の

中
に

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

位
置

付
け

、
制

度
の

設
計

や
立

案
、

提
案

ま
で

行
っ

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
で

し
ょ

う
。

そ
の

た
め

の
目

安
と

し
て

、
徳

島
大

学
で

は
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
が

取
り

組
む

そ
れ

ぞ
れ

の
業

務
に

求
め

ら

れ
る

知
識

と
ス

キ
ル

と
し

て
の

到
達

目
標

（
職

能
の

指
標

）を
整

理
し

て
い

ま
す

。
新

た
に

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

に
取

り
組

む
新

人
の

育
成

や
、

既
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
回

し
て

い
る

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
自

己
研

鑽
と

し
て

活

用
し

て
い

ま
す

。

◎  の 。

＠  ゜
9 u o

臼

り g
臼 )

（参
考
）徳
島
大
学
に
お
け
る
コ

ー
デ
ィ
ネ

ー
タ

ー
に
求
め
ら
れ
る
職
能
の
楯
標

対
亀

レ
ベ

ル
1

レ
ペ

ル
2

レ
ペ

ル
3

役
割

面●
m生云拳

項
目

知
朧

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

運
解

効
畢

的
な

ブ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
篇

制
震

設
計

、立
案

、II
遣

企
業

開
拓

企
業

の
ニ

一
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ップ

の
目

的
や

効
果

実
務

目
的

に
応

じた
企

業
を選

定
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ップ

を含
む産

学
協

働

●
 

ズ
と

イ
ン

タ
ー

を企
業

に
説

明
す

る
こ

とが
で

き
る

し、
大

学
とそ

の
企

業
の

ニ
ー

ズ
を

墓
盤

へ
、適

切
な

企
業

や
関

係
模

ン
シ

ッ
プ

の
す

り
あ

わ
せ

て
参

画
を促

す
こ

とが
関

の
参

画
引

足
す

こ
とが

で
き

る
効

果
で

き
る

ビ
ジ

ネ
ス

事
業

経
営

や
ヒ

ア
リン

グ
シ

ー
ト

を用
いて

企
業

受
入

企
業

の
課

題
を理

解
し、

企
受

入
企

業
の

課
題

を発
見

し、
解

決
コ

ン
サ

ル
ピ

ジ
ネ

ス
の

フ
の

状
況

をヒ
ア

リン
グ

す
る

こ
とが

業
と連

携
して

課
題

解
決

の
た

め
策

を提
案

す
る

た
め

に
必

要
な

人
的

． テ
ィン

グ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
で

き
る

の
方

法
を考

え
る

こ
とが

で
き

る
ネ

ット
ワ

ー
ク

の
構

築
が

で
き

る
に

関
す

る
基

●
企

業
開

拓
礎

知
識

ュ·
●

プ
ロ

グ
ラ

ム
設

計
●

広
報

学
習

現
場

で
の

実
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ップ

に
お

け
る

学
習

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ップ
に

お
け

る
学

習
学

習
シ

ス
テ

ム
を組

み
込

ん
だ

イ
ン

シ
ス

テ
ム

体
該

に
伴

う
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
を理

解
し、

学
生

に
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
を実

際
の

体
験

を
タ

ー
ン

シ
ップ

プ
ロ

グ
ラ

ム
を大

学
と

．． 構築
学

習
シ

ス
テ

説
明

す
る

こ
とが

で
き

る
踏

ま
え

て
理

解
し、

企
薬

、学
生

、
連

携
して

設
計

・運
用

し、
評

価
・改

ム
に

関
す

る
大

学
の

そ
れ

ぞ
れ

に
説

明
す

る
こ

善
す

る
こ

とが
で

き
る

某
礎

知
識

とが
で

き
る

広
報

学
生

に
対

す
案

件
ご

とに
学

生
暮

集
の

た
め

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ップ

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

企
業

や
行

政
等

、学
外

の
関

係
者

ス
キ

ル
る

広
報

の
手

告
知

文
を作

成
す

る
こ

とが
で

き
る

個
別

の
案

件
に

つ
いて

、目
的

や
に

対
して

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ップ
の

意
味

．．． 
法

と、
必

要
な

内
容

を
正

確
に

伝
え

、学
生

の
参

や
効

果
を適

切
に

伝
え

、産
学

協
ツ

ー
ル

の
作

画
杞足

す
こ

とが
で

き
る

慟
教

育
へ

の
参

画
を促

す
こ

とが
で

成
方

法
き

る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ップ

の
進

捗
を、

受
受

入
企

業
の

事
業

目
的

達
成

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ップ

の
マ

ネ
ジ

メン
トを

．． ト
マ

ネ
ジ

メ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
入

企
業

の
事

業
と

の
関

係
の

中
た

め
に

、事
業

の
進

捗
確

認
と必

通
して

、受
入

企
業

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ン

ト
に

関
す

る
基

で
理

解
し、

学
生

の
行

動
の

把
握

要
な

支
援

が
で

き
る

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を改
善

す
る

こ
とが

で
礎

知
識

と修
正

支
援

が
で

き
る

き
る

研
修

設
計

・
事

前
事

後
研

定
め

ら
れ

た
手

順
に

沿
って

、事
定

め
ら

れ
た

手
順

に
沿

って
、実

施
大

学
や

企
業

と連
携

して
、効

果
的

運
営

修
の

仕
組

み
と

前
・中

間
·事

後
研

修
の

運
営

の
目

的
に

応
じた

事
前

・中
間

・事
後

な
研

修
を

設
計

し、
大

学
の

教
育

手
法

に
関

す
る

補
助

が
で

き
る

研
修

の
場

を設
計

・運
営

す
る

こ
と

課
程

全
体

を踏
ま

え
て

、必
要

な
講

. ,
 

●
プ

ロ
ジ

ェク
ト
．．． 

基
礎

知
識

が
で

き
る

義
、ワ

ー
ク

シ
ョッ

ブ
の

フ
ァ

シ
リテ

ー

講
義

、
ワ

ー
ク

シ
ョン

が
で

き
る

． 
マ

ネ
ジ

メン
ト

シ
ョ

ッ
プ

を
運

●
研

修
運

営
●

学
生

カ
ウ

ン
セ

営
す

る
ス

キ
ル

リン
グ

学
生

学
生

の
キ

ャ
リ

学
生

の
キ

ャ
リア

形
成

や
、そ

れ
に

学
生

の
状

況
をモ

ニ
タ

ー
し、

必
要

企
業

や
大

学
と連

携
して

、学
生

や
カ

ウ
ン

セ
ア

形
成

や
そ

対
す

る
支

援
に

関
す

る
知

識
を理

に
応

じて
実

施
目

的
に

合
った

助
若

手
人

材
の

モ
ニ

タ
リン

グ
・カ

ウ
ン

••
 リング

れ
に

至
る

支
解

し、
学

生
に

対
し説

明
で

き
る

言
が

で
き

る
セ

リン
グ

の
手

法
を

開
発

す
る

こ
と

援
の

手
法

に
が

で
き

る
関

す
る

基
礎

知
識

評
価

教
育

的
効

果
評

価
項

目
の

意
味

と必
要

性
を

与
え

ら
れ

た
評

価
指

標
に

基
づ

大
学

と連
携

して
実

施
目

的
に

応
じ

の
評

価
手

法
、

理
解

し、
学

生
や

企
業

に
対

して
き

、学
生

の
体

験
や

教
育

的
効

た
学

生
評

価
の

項
目

を作
成

し、
実

●
評

価
茎

準
の

企
業

の
事

槃
・

説
明

で
き

る
果

、プ
ロ

グ
ラ

ム
の

内
容

を評
価

で
栂

す
る

こ
とが

で
き

る

策
定

と
運

用
．．． 

組
織

・マ
ネ

ジ
メ

き
る

工
業

・組
織

の
観

点
か

ら
の

企
業

の
ン

ト
に

対
す

る
評

価
を

す
る

こ
とが

で
き

る
評

価
手

法
に

関
す

る
基

礎
知

識
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